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は じ め に

昭和56年 度 の研究活動 をふ りか えってみた場合,と くに印象深か ったのは,何 とい

っても,文 部省科学研究費 「特定研究」 の 「古文化財 に関す る保存科学 と人文 ・自然

科学」が その第2年 度 に入 り,研 究が一段 と活発化 した ことであ る。 この 特 定 研 究

は,学 術研究 の発展 の必要性が大 きい分野につい て,集 中的に研究の推進をはか るの

を目的 とす る大型 プ ロジ ェク トであって,文 化財関係 がと りあげ られた こと自体たい

へ ん喜 ば しいが,特 に当研究所は奈良 国立文化財研究所 とな らんで,東 西 の研究拠点

となった感が あ り,多 くの研究者が これに参加 した ことは,特 に喜ば しい。研究は さ

らにも う1年 つづ く予定 であるが,こ れを機会に文化財に関す る学問が益 々発展す る

こ とを期待 したい。

次 に研究交流につい ていえば,本 年度の国際研究集会が 「東 アジアにおけ る美術交

流」を テーマと して行われた ことは意義深い。文化財 の保存に関す るシンポ ジウムY'

美術交流 をと りあげた のは不審で あるとの意見 も聞 か れ た が,日 本語の 「保存」に

は,文 化財 としての価値 の評価お よびそれに ともな う行政措 置 としての指定 が含 まれ

ている ことは,文 化財保護事業史に徴 して も明 らかな所であ り,私 もまた長 年その方

面 にたず さわ ってきた者 である。 したが って価値評価が保存の一部であ るとい うこと

は私 の信 念 となっている。今回は私の考えにそ ってこの国際研究集会のテ ーマを定め

たのである。 そのこ とをここに記 して将来 の参考 と してお きたい。

東京国立文化財研究所長

伊 藤 延 男
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■ 1沿 革

1設 立 の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足したのであるが,そ の前身であり母体となった

ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。

この美術研究所は,大 正13年7月,故 帝国美術院長子爵黒田清輝の遺言により美術

奨励事業のために出損した資金で遺言執行人が選択決定した事業である。すなわち遺

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行うぺき事業の

選定を伯爵牧野伸顕に一任した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学

校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴し,また我が国美術上の必要に照らして次

の事業を行うこととした。

〔1)美術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

〔3)前二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立のうえは一切これを政府に寄附すること。

2年 表

昭和元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田

子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリート造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品・図

書 ・写真等の研究資料を設備し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品
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沿 革

を陳列した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 う設備 ・研究資料等一切の外に

金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物「美術研究」を

創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附したいとの申出があ っ

た。

同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行うことになった。

同9年10月18日

同10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

鉄筋 コン クリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工 した。

「日本美術年鑑」 の編纂事務を開始 した。

勅令第148号 に よ り美術研究所 官制が公布された。

研究 資料閲覧規程を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 に よ り美術研究所 官制中改正の件が 公布 され,従 来,

帝 国美 術院に附置 されていたのを文 部大臣の直轄に改め られた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所 事務分掌規程 が制定 された。

同13年2月12日 木造,平 屋建,延 面 積97㎡ の写真 室1棟 が竣工 した 。

同19年8月10日 黒田清輝 の作品,並 びに写真原版を東京 都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫 に疎朋 した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県 酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫 に疎開 した図書資料 を爆撃 の危険を避け るため,

さ らに酒 田市外牧曽根村松 沢世 喜雄 家倉庫 ・観 音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之
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丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であった黒田清輝作品並

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた。これが保存科学

部の前身である。昭和23年度より専任の職員を配置し,研 究を開始した。研究室は

国立博物館本館地下の修理室の一室(66㎡)に 設けた。

同24年4月 本年か度ら科学研究費により光学的方法による美術品の鑑識に関す

る研究が開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

昭25年9月15日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとなった。

同26年1月31日 美術研究所組織規程(昭和26年文化財保護委員会規則第5号)が 定め

られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日 か

ら適用)(ヂ

同27年4月1日 棘 文化財研究所組纐 程(昭和27年文化財保護委員会規則纏)

が定められ,美 術部 ・芸能部・保存科学部・庶務室の3部1室が置かれ,美 術研究所

組織規程が廃止された。

また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研究を開始した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

のうえ,移 転した。

同29年1月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和29年文化財保護

委員会規則第1号),東 京国立文化財研究所となった。
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沿 革

同32年3月22日 東京 国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モル タル塗,平 家建,8㎡ の

保存科学部 の薬 品庫 が竣工 した。

同 年11月30日 従来 の2階 建書庫 の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延 面

積71㎡ が竣工 した 。 ・

同34年4月30日 国立 文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が 定

め られ,こ の年度か ら受託研 究が開始 され た。

同36年9月16日 東京国立文化財研 究所 組織規程 の一部 が改正 され(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来の庶 務室 は庶務課 となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科 学部庁舎(保 存科学部実験室)と して,

鉄筋 コン クリー ト造2階 建延面積663m2の 建物1棟 が竣工 した。

同 年7月1日 東京国立文化財研究所 組織規程の一 部が改正 され(昭 和37年 文化財

保護委員会規則 第1号),新 たに保存科 学部 に修 理技術研究 室が置かれた。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎 の竣工に伴い,旧 保 存科学部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部 省設置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所 は

文化庁附属機 関 となった。

同44年8月23日 保存 科学 部庁舎 に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950.41㎡)の 起

工 式が行われ た。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行われた。

同45年4月22日 芸能 部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存 科学部は,別 館の地階 ～2階 に実験用機械類 の移転据付を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様 替工事 に着手 し,同 年10月15日 工事が

終了 した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎 の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎 となる。)し たが って研究所 の所在地表示は 「12番53号」 が

「13番27」号 に変更 された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658㎡ を東京 国立博 物館 か ら所管

換 された。
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同48年4月12日 文部省設置法施行規則の一部が改正され(昭和48文 部省令第6号)

新たに修復技術部が設けられ4部1課 となり,修復技術部に第 修復技術研究室及

び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は 止された。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部が改正され(昭 年文部省令第10号)

情報資料部 の新設に よ り5部1課 とな り,情 報資料部に文 献資料研究室及び写 真資

料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃 止 された。

同53年3月20日 本館構内 の写場等(木 造 平家建 延面積144㎡)を 取 りこわ し,情 報資

料部研究棟 と して,鉄 筋 コンク リー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡ の

建物が竣工 した。

3歴 代 所 長(昭 和5年 ～昭和56年)
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(昭 和5.6.28^一 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29-r昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.1α31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿 機構 と職員

東京国立文化財研究所はr文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的として設立された文化庁の附属機関である。その機構等は次のとおりで

ある。

1機

所 長一

構

一膿
騰 佐一[灘

一美術部

部長

一第一研究室

1一第二研究室

一芸能部

部長

主任研究官

一演劇研究室

一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室

一保存科学部

部長

主任研究官
一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

一修復技術部

部長

主任研究官

一情報資料部

部長

　　
　
エ
ル　
　
ニ
ぬ　
　
エ

　
エ

　
エ

議
講
講
囎
鷲

第
技

第
技

第
技

文

写

i

i

i

i

i

主任研究官

(庶 務 課)'

職員の人事に関する事務 ・職員の福利

厚生に関する事務・公文書類の接受・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算 ・決算その他会計に

関する事務・行政財産及び物品の管理

に関する事務 ・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術・東洋美術

に関する調査研究及びその結果の公

表 ・黒田記念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びにその結果

の公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的 ・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

(情報資料部)

文化財の研究に関す る資料 の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査

研究
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機構と職員

員職2

(昭和57年3月30日 現 在)

名名1氏属1職

 

所

(日本建築史)

(中国絵画史)

(日本中世絵画史)

(和漢書道史)

(仏教絵画史)

(日本彫刻史)

(染織工芸史)

(装演技術)

(資料整理 ・編集補佐)

(日本近代絵画史)

(日本近世 ・近代絵画史)

(日本近世 ・近代絵画史)

(資料整理 ・編集補佐)

(民俗芸能)

(寺院芸能)

(中世芸能)

(音楽学)

(中世芸能)

 

男

知

博

次

子

子

澄

子

美

生

朗

義

子

子

雄

キ

淫

男

子

孝

子

子

彦

枝

代

郎

夫

子

雄

子

雍

昭

雄

賀

代

美

里

延

安

浩

多

節

真

喜

佳

弥

忠

久

祥

噌
ツ

次

悦

和

栄

勝

邦

千

鉄

英

純

治

道

郷

萬

藤

谷

山

村

本

村

崎

木

良

中

藤

岡

川

田

成

田

上

村

沢

川

実

田

橋

里

輪

西

隅

藤

本

生

道

伊

守

西

能

松

中

宮

小

松

竹

斉

花

吉

鎌

高

松

川

宮

田

柳

猪

田

増

高

関

陰

三

大

三

佐

松

蒲

横

長

長

佐

長

員

員

補

佐補

〃

長

務

所

課

課

係

係

事

v

技 能 補 佐 員

調 査 員(非)

係 長

主 任

事 務 補 佐 員
〃

技 能 補 佐 員

業 務 補 佐 員

部 長

室 長

主 任 研 究 官
〃

〃

〃

研 究 員

事務補佐員(非)

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

事務補佐員(非)

部 長

室 長

調査研究員(非)

室 長

研 究 員(併)

 

長

課

係

務

務庶

所

庶

係計会

美 術 部

第一研究室

第二研究室

芸 能 部

劇 演研究室

音楽舞踊研究室
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機構と職員

名名1氏属1職

 

所

(民族音楽学)

(日本演劇)

(民俗芸能)

(芸能史)

(資料整理)

(分析化学)

(同位体化学)

(大気汚染)

(塗料化学)

(照明・ラジオグラフィー)

(微気象)

(分析化学)

(微生物学)

(応用昆虫学)

(美術史学)

(漆芸技術)

(彩色保存技術)

(木材材質改良学)

(中国絵画史)

(高分子化学)

(考古学)

(考古遺物保存技術)

(東洋彫刻史)

(東洋古代絵画史)

(日本古代絵画史 ・文様史)

(日本中世絵 画史)

(図書 ・文献資料整理)

(〃)

(日本仏教絵 画史)

(日本近世絵画 史)

(美術写真)

(〃)

(〃)

(写真 資料整理)

(〃)

 

リ

艇

子

郎

子

理

夫

夫

子

郎

俊

威

夫

郎

也

克

曙

輝

良

二

喜

マ

茂

幸

有

義

久

武

敏

陸

定

英

八

友

寿

忠

武

納

田

村

井

田

本

渕

倉

城

川

浦

沢

井

木

里

木

浦

田

加

羽

中

仲

太

江

馬

門

見

石

三

富

新

森

鈴

中

茂

西

鶴

治

夫

人

健

キ

綬

夫

子

子

之

之

次

正

良

子

子

き

清

繁

正

ア

適

玲

と

正

廣

弘

和

昌

与

葉

口

木

浦

野

野

上

倉

内

坂

ロ

木

本

川

保

中

川

之

久

樋

青

三

久

上

江

米

竹

保

関

鈴

橋

市

野

田

塩

調査研究員(非)

室 長

研 究 員

調査研究員(非)

事務補佐員(非)

部

室

長

長

主 任 研 究 官

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

技術補佐員(非)

室 長

調査研究員(非)

部

室

専

研

室

門 職

究

長

長

員

員

長

長

員

り

長

長

官

員

の

長

員

員

ぜ
ツ

コ
プ

嵐

究

臥

職

究

佐

研
究

佐

〃

究

〃

繍

任

繍

門

室

研
技

部

室

主

研

事

室

研

専

〃

事務補佐員(非)
〃

民俗芸能研究室

饗

魅
讐

生物研究室

修 復 技 術 部

第一修復技術
研究室

第二修復技術研究室

第三修復技術研究室

情 報 資 料 部

文献資料研究
室

繁 資料研究
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機構と職員

昭和56年度における転退職者

i

●

庶 務 課

〃

〃

〃

芸 能 部

修復技術部

〃

係 長

技 能 補 佐 員

〃

事 務 補 佐 員

室 長

部 長

技 術 補 佐 員

出 口 小太郎

平 林 喜多江

松 良 佳 美

吉 川 久美子

柿 木 吾 郎

田 辺 三郎助

三 浦 正 人

53.4.1ハ げ56.4.1

53.12.25^56.12.29

57.2.8^-57.3.31

55.4.1^-57.3.31

49.4.1-x56.4.1

53.4.1-x56.4.14

54.4.1^げ57.4.30

文化庁へ転出

退 職

退 職

退 職

上越教育大
学へ転出
国立歴史民
俗博物館へ
転出
退 職

の
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1

皿 調 査 研 究 `

1所 長

(1)日 木建築 史の研究

従来 よ りの継続 として行 ってきている もので,本 年度は引続 き平安時代に重点を置

いた。

(2)日 本建築構造技法の研究

科学研究費 特定研究「古文 化財」の第2期 の第2年 度 と して,「建造物 ・美術工芸 品

の劣化現象 と保存修復に関 す る研究」 の総括 を行 うとともに,そ の一 部である 「文化

財建 造物の構造 力学的研究」研究班 の総括責任者 ともなった。研究班 は,伊 藤 のほか

東京 大学 教授杉山英男氏,同 助手安藤直人氏,東 文研西浦忠輝氏で編成 し,文 化庁建

造物 課主任文化財調査 官,工 藤圭章氏,同 伊原恵 司氏,奈 文研平城部長岡田英男氏,

同建 造物室長吉田靖氏に も協 力を願 ってい る。

本年度は,各 種民家軸組モデルの耐力測定 を行 った。

(3)文 化財保護制度史研 究

従来 よ りの継 続 として史料整理 を行 った。

(4)木 材年輪 年代学の基礎研究

主 として既往に発表 されたデータを解析 し,特 に木 曽産 ヒノキについて詳 しく考察

した。その結果1材 においては4方 向の測定値 に相当 の関連性があ ることが 判明 した 。

■

2美 術 部

(1)概 要

美術部は 日本 ・東洋の古美術,日 本 の近代 ・現代美術 とこれ らに関連のある西洋美

術につい ての基礎的調査 と専門的研究 を行 ってい る。美術部は現在2室 に分かれ,古

美術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術は第二研究室が担 当す る。

調査研究は,美 術部所属研究員 の専門領域を中心 として実証的に進 め ら れ て い る

一10一
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■

美 術 部

が,学 界現下 の動 向を把握す るとともに将来 の趨 勢を洞 察 し,方 法 においても成果に

お いても,基 礎的 ・先駆的役割 を果 して,広 く学界 に寄与すぺ く努め ている。そ のた

め重要 なる問題 に関 しては共 同研究 を行 い,ま た当部独 自の光学的研究法 を活用 し,

す でに多 くの成果 を収めた。昭和53年 度 よ り4力 年計画 で情報資料部 と共同 の特別研

究 「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記 の研究」を行 い,こ れ に関す る資料収集を推 進 し て い

る。 文部省科学研究 費補助金に よる共 同研究 としては,「 近世 日本におけ る画巻 の研

究」(一 般研究B・ 代表者関千代)が あ る。

これ らの業績は 当部 の機関誌 「美術研究」(昭和7年 創 刊)に 発表 し,大 部 の成果は

随時単行 の研究報 告書 と して刊行 している。各研究 員の研究課題 と調査研究内容は②

研究調査活動の項 に示す通 りである。 またわが国美術 界 の全 般 にわた る動 向 を 調 査

し,客 観的資料 の提供を主眼 と した 「日本美術年鑑」を編纂発行 してい る。

以上 のほか,調 査研究成果 の一部を広 く一般 の理解に資す るため,毎 年1回 公開学

術講座を開催 し,本 年 度 は第5回 文化財保存修復国際研究集会 「東 アジアにおけ る美

術交流」を情報資料部 と共同で担当 した。

黒 田清輝 の遺産 と遺作の寄附に基づいて創立 された美術部(旧 美術研究所)の 黒田

記念室は,黒 田清輝の作品その他関係資 料を保 管 し,毎 週一 回木曜 日の午 後,一 般に

公開 してい る。

第一研究室

第一研究室の研究員は,日 本及び東洋諸地域の古美術について,各 々専門とする領

域と時代を中心に調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,常 に精密な基

礎資料の収集に努めている。

文部省科学研究費補助金による共同研究としては,「古代中世における絵画彫刻染

織品の材質技法に関する科学的研究」(特定研究・代表者柳沢孝)の一部を担当実施し,

一般研究B(代 表者関千代)に分担参加した。

第二研究室

明治以降の日本近代美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収集と

調査を継続して行っている。近代美術に関連し,西欧美術並びに日本近世の洋風美術
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調 査 研 究

につい ても若干 の研究を行 っている。現代美術に関す る調査研究は,集 積 した年度資

料 を整 理 し,そ の結果 を「日本美術年鑑」として毎年公刊,本 年度は昭和54年 の内容を

もった55年 版を刊行,引 き続 き56年版 の編 集に着手 した。

研究 所事 業 として昭和52年 度以降 実施 してきた黒 田清輝巡 回展が5月 弘前市立博物

館において開催 された。

文部省科学研究費に よる研究 として,「 近代 日本におけ る画巻の研究」(一般 研究B,

代表者関千代)を 行い,特 別研究 「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記 の研究」に参加,近 代関

係資料 の収集につ とめた。

■

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.日 本 彫刻史 の研究

(1}日 本古代彫刻東洋彫刻 の研究

日本 古代 彫刻 の源流を なす東洋諸彫刻 の調査を,各 博物館所在 の像を中 心 に 行 っ

た。

② 平安 ・鎌 倉時代彫 刻の研究

飛鳥資料館出陳の橿原地方 の彫刻 の調査,京 都国立博 物 館 におけ る禅 宗 彫 刻 の 調

査,和 歌山県立博物館出陳彫刻の調査お よび,京 都,静 岡,三 重,石 川県 の神像彫刻

の調査 を行 った。

㈲ 尊像別分類に よる彫刻 の研究

日本 全国 に所在す る,奈 良時代 よ り江戸時代に及ぶ三十余 例の浬葉 彫刻 の総 まとめ

を行い,イ ン ド,中 国の実査 の諸作例を加え,さ らに未調査であ った東京,埼 玉,茨

城県下 の諸像 の調査撮影を終了,美 術研究に発表 した。 また,他 の釈 迦像 の調査を引

続 き行 なってい る。(猪 川)

2.日 本古代 中世絵画史の研究

(1)仏 教 絵画 史の研究

前年 度に引続 き奈 良時代 よ り鎌倉時代にわた る各種遺品について,光 学 的方 法に よ

る詳細 な調査を実施 し,か つ資料 の収集整備につ とめ,ま た下記の主題に関す る調査

研 究を行 った。(柳 澤)
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美 術 部

a)織 成 当麻曼陀羅 に関 しては従来 の研究を検討 する と共 に敦煙壁 画の観経変相 と

比較考 察を試み るな ど,本 曼陀羅 の成立 に関す る従 来の 日本説 を否定 し,唐 か らの請

来 品である ことを強調 した。

b)東 寺西院曼茶羅 につい て,既 存 の諸資料 の検 討と曼茶羅 の再調査 を行 い,様 式

的特色 とそ の由来に関 して成果を発表 した。

C)東 寺蔵竜猛,竜 智,不 空像,泉 涌寺蔵元照,道 宣,俊 傍像な どを調査 し,大 陸

肖像画 と日本 のそれ との関連を考察 した。

d)別 項記載 の特定研究1「 古 代 中 世 におけ る絵画彫刻染織品の材質技法に関する

科学的研究」を主宰す ると共に 同研究絵画班の一員 として,赤 外線 テ レビカメラに よ

る法界寺阿弥陀堂柱絵並びに鳳鳳堂側壁阿弥陀来迎 図な どを調査 し,成 果をあげた。

② 絵巻 ・経絵の研究

絵巻調査は,新 出の西行物語絵4巻 について,写 真撮影及び詞書翻字を行い,そ れ

に もとずいて内容検討な ど基 礎調査を行 った。 またお伽草子系 の大 江山絵 巻(曼 殊院

本),ね ずみ草紙(サ ン トリー美術館本)の 調査を行 った。 経絵 では,国 際研究集会

発表に関連 して,室 町時代 わが国で開板 された臨川寺版 の法華経8巻 見返 絵を,奈 良

龍門文庫本及び唐 招提 寺本 について調査 し,さ らに根津美術館蔵 の高麗経 法華経7巻

の調査を行 った。(宮)

3.近 世 絵画史の研 究

1)江 戸 洋風 画の研究 小田野 直武,佐 竹曙 山をは じめ.江 戸後期洋風 画家 による

花鳥画を中心 に調査 を行 った。(陰里,三 輪)

4.近 代 日本美術 史の研究

1)明 治以降の作家 と団体及 び美術批評 につ いての調査研究 を行 った。作家 として

は洋画の国沢新九郎,曽 山幸 彦,石 井柏亭,日 本画 の前 田青邨,中 村貞以,彫 刻 の中

原悌二郎等の調査 を行 い,こ れ らの一部 を発表 した。

2)近 代作 家による画巻 の調査研究 を行 った。

3)明 治丸遺存 の壁画(板)に つ いて調査研究を行 った。

4)本 研究所蔵 の黒 田清輝筆素描,写 生帖を調査研究 し,そ の成果 として 「黒田清

輝 素描 集」 を刊行 した。(関,陰 里,三 輪)

5.和 漢書道史の研究
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調 査 研 究

(1}仏 教 書道史の研究

仏教諸宗 の開立者(祖 師)は,お おむね独歩強烈 な性格の持 主であ ったか らその書芸

も特異で あ り,そ してそ の門弟流派の もの これに倣 うことも少な くな く,宗 教 のみな

らず書道 においても一派 をな した ものであ る。 これは部門別書道史の一部門 として今

後研究が進め られなけれぽな らない。その意味で真宗 の祖親鶯 の書を解析 し,そ の結

果 として彼の書 の編年,特 に 自筆国宝東本願 寺所蔵坂東r本 教行信証』の成立改訂の段

階 を明瞭にす ることができた 。(田村)

② 文 芸 と書道 との干 渉の研究

口諦文芸が文字に よる文芸に うつ ると口請時代の形態の他に紙 面上 の,目 で見 る形

式が加わ り,文 字が芸術的にすなわち書芸 として書かれ ると一段 と目でみ る形 式が強

く関係す るよ うにな った。

口諦文芸 以来 日本 の文学には歌謡が と りこまれ てい ることが著 しい特色であ るが,

文字文芸 の時期 に入 ってそれ一散文中におけ る和歌 の書式一は さまざま複雑な る様 相

を呈 した。これ を整理 して諸形式をわか ち,そ の相互 の展開や意義を考究 した。(田 村)

{3)漆 紙文書の研 究

近 年,大 規模土木 工事 に伴な う遺 蹟の発掘少なか らず,そ の発見品 のなかには,有

機質 の材料に文字を墨書 した もの も奇蹟的に出土す るに至 った。 その一つが木 簡であ

るが,い ま一つ,漆 に潰け られたため硬化 して土中に残存 した文 書類 があ り,「 漆紙

文書」といわれ るよ うに なった。

常陸 国国府 に関係 あるべ き茨城県石 岡市鹿 の子遺蹟か らも漆紙 文 書 が 若 干 出 土 し

た。本所 保存科学部 の開発 した撮影法 によ って,そ れ らの文字が浮かび出 ることとな

り,そ の釈読な らびに研究を同部か ら委嘱せ られ て事 にあた った結果,田 制史上注 目

すべ き私 田の田籍,遺 品がほかに存せ ぬ大術暦 も しくは五紀暦に もとず く具注暦,他

国の風土記に比べて常陸国の風土記が漢文 学的修辞にす ぐれ てい る事実 と平行す るか

と思われ る漢籍断片 の遺存等を明 らかに した。(田村)

6.工 芸史の研究

現在は陶磁 ・漆工 ・金工 の研究員は不在で,染 織専門の主任研究 官田実栄子が必要 に

応 じこれ らの調査 に当ってい るが,主 な る研究題 目及び調査活動は下 記の通 りであ る。

(1)近 世初 期染織 品の研究
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●

美 術 部

(2)小 袖 の研究

(3}伝 統的染織技術の調査 ・研究

(4)上 代裂 の研究

研究題 目の中,特 に力を注いでい る 「近 世初期染 織品の研 究」 に関 しては,和 歌 山

市 の紀州東照宮伝来染織品の調査,米 沢市の上 杉神社蔵 上杉 謙信所用 袴類の調査,宮

城県白石市の片倉家伝来陣羽織の調査 ・研 究が昭和55年 度に引続 く研 究 として進 めた

もので,今 年度は更に 日光山輪王輪王寺伝来の舞楽装束 の調査 ・研究を加えた。片倉

家 伝 来 黒 編 子 小 袖 の修復技術部 との共同研究(修 復技術上の)を 続 行 し,ま た前年

(昭和55年)度 秋に修復着手 の片倉家伝来小紋胴服(重 文)は,高 田義男氏 ・山辺知

行氏 ・共立女子大被服研究室 との共同検討を行 いなが ら予定 通 り昭和56年10月 末に修

復を完 了 した。 また輪王寺の舞楽装束 と共に伝来 した胴 着三 領の調査 ・研究並びに修

復の検討を今年度 か ら始 めた。修復 の完了 した片倉家伝来 小紋 胴 服 と今 年 度 か ら調

査 ・研究 ・修復検討を開始 した 日光山輪王寺伝 来胴 着三 領を昭和56年 度第2回 染織 品

保存科学サ ロンで実物を展示 し発表 した(昭 和57年2月9日)。

「伝統的染織技術の調 査 ・研究」 では,能 登上布(苧 麻),富 山県福光 の麻織物(大

麻),金 沢の加賀友禅の現地調査を行 った。 また日本工芸会 で昭和53年 度か ら4力 年

計画で行 ってい る東 博蔵 「白地 風景模様茶 屋染 帷子 」の復元 メン,.一一y>なり調査研究

記録を担当 し4年 目であ る。

「上 代裂の研 究」 はこの年 が2年 目の東博特定研 究の分担者 として,法 隆 寺裂 ・正

倉院裂の基礎調査 を続行 している。

また科学研究 費一般研究A(代 表者 ・関千代)「 近代 日本におけ る画巻 の研究」に,

風俗 ・服装関係を受持 って調査 ・研究 を続行 してい る。

なお第17回 全 国東照宮総会(昭 和56年6月3日)に おいて,徳 川家康並 びに頼宣所

用服飾類調査 ・研究 の業績に対 して表彰を受けた。(田 実)

7.中 国絵画史 の研究

(1)文 部 省在外研究員(長 期)と して,前 年に引続 きアメ リカ合衆国 カ リフ ォル ニァ

大学 バー クレー校,ハ ーバ ー ド大学で近 ・現 代中国絵 画及び画人資 料の調査収集を

行 い,合 せて フォッグ美術館,フ リーヤ美術館,ト ロポ リタン美術館等収蔵中国絵

画の調査を行 った。(55年12月 ～56年9月)(鶴 田)
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調 査研 究

② 京都 ・水谷家,大 阪・橋本家,神 戸市立南蛮美術館収蔵来舶画人作品の調査を

行った。(鶴田)
■

、B特 別 研 究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」

(研究代表者 美術部 第一研究室長 宮 次男)

研究 目的

本研究は,わ が国 の中世 ・近世 ・近代 の絵画 ・書蹟 ・彫刻等 の うち,落 款 ・印章 ・

賛 文 ・銘記を有す る作品 を対象 と して,こ れ らの資料 を極力調査収集 し,そ の基礎資

料に よって,作 品の鑑別,真 偽判定等 を行 い,作 家 研究 を推進す るものであ る。

実施要領

1.中 世以降近 世までの彫刻 作家 約500人 を選 びだ し,そ の作 品及 び関係銘記 の資料

を収 集整理 して研究を行 う。

2.東 京国立文 化財 研究所が現在所蔵 している近世 画家等約450人 の落款 ・印章 の写

真資料を基礎 に調査研 究をはか るとともに,重 要 作品及び主要 画家等で資 料の欠け

てい るものの文献 ・写 真資料 の収集 ・調査 を行 う。

3.近 代美術の分野 では,明 治以降主要 日本画家の印譜作成 を行 い,洋 画家 につ いて

は主要作品のサイ ン写 真の蒐集につ とめ,そ の成 果の一部 を得た。

4.こ の研究は,美 術部情報資料部の共同研究に よ り遂 行す るものである。

c

呵

C科 学研究費

「古代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究」

(特定研究1研 究代表者 柳澤 孝)

〔目的〕古代中世の美術作品,特 に絵画,彫 刻,染 織品における材質,技 法の研究に

自然科学的方法を適用し,肉 眼的観察のみでは不可能な精密かつ実証的な鑑識を行う

ことは,美 術史的研究と古文化財保存の両面から極めて有効とされる。しかし従来の

鑑識法では判定困難な点もあり,各分野ごとに技術的な開発改良を加え,鑑 識の成果

を総合的に向上させることにより,美術史的研究と古文化財保存に寄与しようとする

ものである。
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◎

●

美 術 部

絵画班(代 表者柳沢,保 存科学部三浦,情 報資料部関 口,ほ か他機関3名)で は,赤

外線テレビによる鑑識法の強化を計るため,本 年度は機材を補充すると共に現地調査

用高所移動架台の開発と遠隔操作による赤外線テレビ撮影とを考案し,そ れらを用い

て法界寺阿弥陀堂柱絵の尊像画64体のうちの半分と平等院鳳鳳堂側壁の一部とを調査

し,下描き線の検出や図様の鮮明などに多くの成果を収めた。

彫刻班(情報資料部久野,保 存科学部石川,他 機関3名)で は①新羅仏の鋳造技法を

鮮明するため遺品の調査と観察とにより,その復原的模像を鋳造することを目的と

し,本 年度は3種 類の鋳型を完成し鋳造を試みる段階までに及んだ。②古彫刻に対す

るX線 解析写真測量は古彫刻の内部構造をうかがう上で貴重な資料を提供するもの

で,本 年度は撮影のための装置を開発試作し,基礎実験を行い,そ の精度の高いこと

を確認した。

染織班(共 立女大柏木,ほ か3名)に おいては①古代染織品の染料を同定するため

新機材を開発購入し成果をあげ,② 同じく古代染織品の復元的試作とそれらの耐光堅

牢性及び変退色の機構の検討,③ 江戸時代の絹糸の劣化機構の考察,④ 古文書記載の

青摺の染料である山藍の色素成分に関し,化学的な鮮明を継続中。

上記3班 の本年度の成果は56年度特定研究「古文化財」年次報告書にそれぞれ収録さ

れている。

●

「近代 日本 にお ける画巻の 研究」

分 担 課 題

(1)明 治期の作品調査(関)

(2)明 治 末期 ・大正 期の作品 調査(陰 里)

'(3)昭 和 前半期 の作品調査(三 輪)

(4)

⑤ 中世 ・近 世画巻 との比較(宮)

(一般研究(B)代 表 関千代)

画巻にみ られ る風俗 ・服飾等 につ いての調査(田 実)

'本研究は
,現 在 までその全容 がほ とんど未調査 であ る近代 日本の画巻 を,総 合的に

調査 し系統的に分類 し基礎 資料 を作成す ると ともに,中 世 ・近世期 の画巻 と比較検討

し,近 代画巻の表現的 ・様 式的 特質 を究 明 して伝統様式 の継承 とそ の変容の歴史的展

開を明 らかに し,あ わ せて近代絵画 におけ る画巻 の位置 を解明す ることを目的 とす る
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調 査 研 究

ものであ る。

本年度は本研究 の第二年度(最 終年度)に あた り,前 年度調査収集 した資料の整理

並 びに検討,及 び新た に横 山大観筆 「生 々流転」,前 田青邨筆 「古事記」,小林 巣居人

筆 「水辺 図」,小 松均筆 「最上川」ほかを調査 し,多 数の写真資料をxた 。

σ

4

3芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能に資す るた めに必要 な 基 礎 的 研 究 を行 うことを 目的 と

し,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室 よ り構成 されてい る。芸能

部 の研究 目標 と しては,諸 芸能 の理念 ・構造 ・技法及び その継承保存に関す る研究 な

どが あ り,そ の研究 に必要 な資料 の収集 ・整備及び記録 の作成のための撮影 ・録音 ・

録画 な どの作業 を行 う。 また研究の結果 は刊行 ・研究発表会 ・公開学術講座の開催 な

どによって公表す る。

本年度はi共 同研究 としては 「狂言 の技法 の研究」「民俗芸能の民俗的基盤 の研究」

「民俗芸能伝承方法 の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」 の課題 に対 して,

研究員が何名か ずつ プ ロジ ェク トを組んで調査研究を行 った。 また昨年 に引続 き特別

研究 と して 「民俗芸能 の有効な保存伝承方法の確立 に関する調 査研 究」 を実施 した。

また,各 研究 員は個 々に研究課題を選んで実証的な調査研 究を行 った。

以上各研究員 による共同 ・各個の諸研究は,い ずれ も文化財 行政に直接 間接 に寄 与

す る基礎的 な調査研究 であ ると同時に,従 来立 ち遅 れ気味のわ が国の芸能研究 を推進

せ しめ,日 本芸能学 の樹立に貢献す る基盤 とな る研究 である。 また月例 の研究会 とし

て,各 研究室 ご とに,外 部研究者 ・芸能伝承 者等 の 参 加 を 得 て 「能楽技法研究会」

「二 月堂研究会 」「長唄正 本研究会」「民謡研究会」 を行い,ま た56年7月 には外部 研

究者 ・大学院生 を対象 とした連続研究発表会を 「田楽 芸の様式」 のテーマで行 った。

また恒例 の公開学術講座は 「語 りの技法」のテ ーマで56年12月 に朝 日ホールで開催 し

た。

刊行物 としては 「芸能 の科学」14一 芸能論考粗を刊行 した。

電

一18一



芸 能 部

演 劇 研 究 室

演劇研究室 は,日 本古典演劇につい て芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま

た これ ら諸芸能 の周辺 にあって,伝 統芸能 の成立 に深 い関係を もつ諸分野について も

調査研究 を進 めている。

本年度 は,個 人研究 と して 「寺院行事の研究」「能 の演出史の研究」 を行い,共 同

研究 として 「狂言 の技法 の研究」を行 った。

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本の音楽 と舞踊 につ いて,芸 能学的 ・音楽学的 な調査 ・研究を行い,こ れ ら伝統

芸 能の成 立に深 い関係を持つ周辺分野 につ いても調査研究 を進め てい る。

本年度は,個 人研究 として 「邦楽用語 の研究」「日本 の音楽家 の研究」「三味線の研

究」「長唄に関す る文献 の研究」 な どを行 った。

民 俗 芸 能 研 究 室

全国各地に分布伝承す る民俗芸能を対 象 とし,そ れ らの芸能 の保存 ・活 用に資す る

ために必要な研究を行 ってい る。 本年 度は,共 同研究 と して 「民俗芸能 の民俗的基盤

の研究」「民俗芸能伝承方法の研究」「民謡 の研究 」「話芸 ・寄席芸 の研究」「狂言 の技

法 の研究」を行い,個 人研究 として 「田楽 芸の研究」 を行 った。

(2)研 究調査活動
,

A一 般 研 究

1.寺 院行事の研究

寺院行事が内包す る多種多様 な要 素の中か ら芸 能的要 素を抽 出 し,各 宗 派にわた る

総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあ とづけ ることを一貫 した 目的 とす る。本

年度は岡山・滋賀 ・三重各県下に残存する 「髄 套」の調査,高 山寺所蔵の悔過会文

書調査撮影,仁 和寺 ・相国寺 ・永平寺 ・遊 行寺 等各宗 派の主要行事 の調査 な らびに記

録を行 った。

また,昭 和41年 度以降継続的に実施 してい る 「東大寺修二会 の調査 研究」 にっいて

は,研 究調査録の最 終巻(第 四 冊)の 執筆を行 った。次年度に刊行を行 う。(佐 藤)
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調 査 研 究

2.能 の演出史の 研究

能の演出面の変化 を,面 ・装束 ・型 ・難 子な どの構成要素 の変遷 をた どることに よ

って探 ろ うとす るもので,本 年はく語 り〉とい う小段 を とりあげ,そ の成立過程や演

出 の変化を考察 した。(松 本)

3.邦 楽用語の研 究

邦楽 の用語は各分野 ごとに区 々な使われ方 を している。本研究は,そ れ らを総合的

に把握 ・整理 して,同 語異義,異 語同義な どの様相 を明 らか に し,新 しい用語体系を

確立す ることを 目標 とす る。本年 度は,そ の一部 を達成 した。(蒲 生)

4.日 本の音楽家 の研 究

日本の音楽を支えて きた多 くの音楽家 たち(有 名 ・無名)に つい て,歴 史的,社 会

的,経 済的な面か らの資料収集 と分析研究 を行 った。(加 納)

5.三 味 線の研究

日本の音楽の中で,三 味線音楽 の占め る割合 は大 き く,音 楽 の 種 類 も多 い。 そ し

て,三 味線音楽 の種類 によって,用 い られ る三味線 の種類 も異な る。三味 線音楽を特

徴づけ る要 因 としての楽器 の特性 を,ジ ャンル別に調査研究 した。(加納)

6.長 唄に関 する文献の研究

長唄 に関 する研究文献 の うち,明 治以降書かれた著作についての研 究を行 った。

(加納)

7.民 隠 の研究

日本 の民謡 の研究において,民 謡の芸謡的要素を無視 してはそ の全 き姿 を とらえる

こ とがで きない とい う観点 よ り,上 代か ら近世に至 る日本の民謡伝承 の上 に占める芸

誘 の位 置を究明す る目的 をもって,前 年度に引 き続 き近 世歌謡 の分析 を行 い,あ わせ

て鍛唄 の,特 に遊戯唄 の芸謡的要素についての調査研究を行 った。(仲 井 ・三隅 ・中村)

8.民 俗 芸能 の民俗的基盤の研究

芸能 を,そ の行われ る季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観 客を含む)な どの面か ら取 り

あげ る連続 した研究 の一環 と して,「 道中の芸能 」に関する調査研究 を 行 っ た。(三

隅 ・仲 井)

9.民 俗芸能伝承方法の研究

各稲民俗芸能 の伝承方法について資料の収 集 ・分析 を行 った。(三 隅 ・仲井)
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芸能部 ・保存科学部

10.話 芸 ・寄席芸 の研 究

落語を主 として話芸 ・寄席芸 を対象 とす る近世芸能 の研究 を安原 コ レクシ3ン 邦楽

レコー ドの整理を通 じて続行 中であ る。(三 隅 ・仲井)

11.狂 言の技法の研究

狂 言の 「型」,と くに狂 言小舞 の動作単元 を整理 ・分類す る作業を続行 し,流 派間

の異 同 ・能 の動作単元 との比較等の調査 を行 い,ま ず和 泉流におけ る小舞の動作単元

・一覧 を作成 した。(羽 田 ・松本)

12.田 楽芸の研究

田楽芸を機能的 ・形式的に細分類 してみ ることに よって,田 楽 芸の構造 を明 らかに

す るため の調査研究を行 った。(中 村)

■

B特 別 研 究

「民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究」(4力 年計画の2年 度)

民俗芸能の伝承を支える各地域の社会的条件を具体的に把握しながら,伝承条件の

変化に対応する新たな伝承の仕方(継 承者選定及び技法習得過程)に ついて,各 地域

の関係者が具体的にどのように対処すぺきかの方法論を`{1すための調査研究を行うべ

く,全国各地から伝承法のそれぞれに特徴をもつ地域を選んで調査を行った。昨年以

来調査したものは風流系の芸能を伝承する岩手県北上市地方(剣 舞)・ 茨城県日立市

(日立風流物と獅子舞)・三重県阿山郡地方(か んこ踊)・ 鹿児島県喜入町(琉 球人

踊)・同県坊津町(笠 踊 ・庖瘡踊)な どであった。

4保 存科学部

(1)概 要

文化財の材質・構造に関する科学的研究 ならびに文化財のおかれている保存環境

の自然科学的研究を行い,こ れらを基礎として文化財の保存に関する技術的研究を行

っている。研究の成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役立て

られている。また文化財の年代測定 ・産地推定の基礎的研究も手掛けている。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 からなっている。調査研究
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調 査 研 究

の結果 は,修 復技 術部 と共同の機 関紙 「保存科学」 に より公表 され る。

化学研究室

文化財およびその保存に関する化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む)な ら

びにその結果の公表を職務としている。

内容としては,微 量分析または非破壊分析による無機物質・有機物質の材質とその

劣化に関する研究,展 示 ・保存環境における汚染因子の究明とそれらの文化財への影

響に関する研究,劣 化防止に関する研究を行っている。

■

物 理 研 究 室

文化 財およびその保存 に関す る物理的調査研究 な らびに そ の 公 表 を職 務 としてい

る。文 化財 自体 の構造 ・強度等 の力学的試験を行 い,X線 ・γ線の ラジオ グラフ ィー

に よる内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽 の解明を行 っている。 また赤外線テ レビに よる銘

記,下 絵等 の判読 に リモー トセ ンシングの手法を取 り入れ る試みを行 ってい る。

また保存環境 に関 し,採 光,照 明,温 湿度等の影響 とそ の防止の研究を行 うほか,

展示,収 蔵,梱 包輸送 の際 の適正条件 の設定 と湿度調節技術を開発 し,新 施般を使用

す る必要 な処置 の研究 を行 ってい る。

生 物 研 究 室

文化財お よびそ の保存に関す る生物学的調査研究 とその公表を職務 としてい る。文

化財 の微生物や昆 虫等生物に よる被害調査,加 害生物の採 集 ・培養 ・同定 な らびに加

害生物 の殺菌 ・殺虫等 の防除法の研究開発,実 施の指導を行 ってい る。

以上,各 研究室担当研究員の専門分野に関す る基礎的研究のほか,複 合的 な判断,

処置を必要 とす る研究対象に対 しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共 同研究

が行われ ている。

特別研究 「石造文化財の保存,修 復に関する科 学的研究」は修復技術部 との共 同研

究で,第5年 次 として,石 造文化財お よび付随す る材料 として,煉 瓦 ・瓦 類 の 焼 成

品,土 壁,た た き等に関 して,そ れ らの劣化機構 の解 明,保 存管理方法,お よび修理

技術の確立を総合的に推進 させてい る。
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保存科学部

受託研究は 「史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」,修復技術部と共同の

「国宝,重 文日光社寺建造物に関する研究」および保存科学部,修 復技術部,美 術部,

情報資料部共同の 「鹿の子C遺 跡出土の漆紙の研究」が行われた。

(2)研 究調査活動

`

A一 般 研 究

1.文 化財 の材質 ・構造 に関 する研究

に)非 破壊分析,微1分 析

1)鉛 同位体分析

昨年度 よ り引続 き,約250点 の青銅製造物お よび鉛鉱石について測定 を行 った。特

に,西 日本(九 州,四 国,中 国地方)の 弥生時代 ・古墳時代遺跡か ら出土す る鏡を中

心に測定 し,数 点 の 鏡 と銅 利 器が朝鮮半島南部 の原料 で作 られ ていることを確かめ

た。太安麻 呂の墓碑(銅 製)が 日本産 の銅 を原料 と してい ることも確認 したG馬 渕)。

(2)漆 お よび漆工 品に関す る研究

1)古 代塗 装技法 に関する研究

熱分解 ガス クロマ トグラフ ィーおよび赤外 分光 分析 によって,漆 および そ の 類 似
ヤあ

物,膠,ふ の り,脂 等 の接着剤の種類がわか るようにな った。 この結果接着剤の種類

によ り,い くつか の古代 の塗装技法が明 らかになった。(見 城)

2)生 漆 の良否 に関す る研究

従来,JIS規 格によ る生漆 の分析 を行 ってきたが,分 析 の結果 か ら,生 漆 の良否

を判定す ることは難か しい。生漆 を高速液体 クロマ トグラフ ィーで分離 し,赤 外分光

光度計で成 分を判定す る方 法を現在検討中 であ る。(見 城)

3)下 地塗 装の研究

漆 塗装素材 として,種 々の木が使用 され てい る。 これ らの木の表面の脂 と生漆の相

互作 用に よって,漆 塗装 の外観,接 着力,固 化速 度が異な ることがわか った。(見城)

㈲ 法隆 寺献納宝物特別 調査 一東博一

漆皮箱調査 に参 加 し,X線 透視に よる構造調査を行 った。(江 本 ・石川)

(4)X線 γ線 による材質構造調査

新羅仏 ・青銅鏡 の透 視に よる構造 調査を行 った。(石 川 ・三浦)
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東京国立博物館図版 目録作成に際 し,群 馬県 出土 の鉄剣太 刀等約150件 のX線 透視

に よる構造調査を行 った。

⑤ リモ ー トセ ソシングの文化 財へ の応用

特定研究1「 科学的調査 法によ る日本古代中世絵画 の実証的研究」に関連 させて,

赤外 線 テ レビで得 られた画像の画質改 良方法 の検討を続け ている。(三 浦)

⑥ 古代 ガラス玉 の屈折率の レーザーによる非破壊測定

He-Neレ ーザ ー(赤 色)に 加えてHe-Cdレ ーザー(青 色)を 用 いることに よ り,

標準波長に対す る屈折率 も算出できるよ うに なった。(東 博 と共 同,三 浦)

2.文 化財の保存及び展示環境 等に関する研究

(1)施 設内の環境 調査

展 示室 ・収蔵庫 内の温湿度,照 明等 の環境 の測定,新 設展示施設 のシーズニングの

検討を行い,展 示,保 存環境の適 否に関 し調査 を実施 してい る。(見 城,石 川)

1)新 設施設

田部美術館

渋谷区松濾美術館

宮城県立美術館

国立歴史民俗博物館

橿原考古学研究所附属博物館

大分県立風土記の丘歴史民俗資料館

飯塚市立歴史資料館

東京国立近代美術館収蔵庫

出雲大社宝物館

鶴岡八幡宮収蔵庫

岩手県立博物館

既設施設

(島 根)

(東 京)

(宮 城)

(千 葉)

(奈 良)

(大 分)

(福 岡)

(東 京)

(島 根)

(神奈川)

(岩 手)

2)

博 物館明治村,お もに照 明について(愛 知)(石 川)

3)展 示 に関す る協力

特別展正倉院宝物(56.10.31～11.25)の 東京国立博物館開催におけ る展示 のため

の湿 度調節(東 京)(石 川)
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保存科学部

② 輸送梱包 内の湿度調節剤 の量 と使 い方

展示 ケース と違 って,梱 包 の場合は ケースー杯に美術品が収め られ,空 間が少 くな

い。そ のため湿度調節剤 の量,材 質 による湿度 の変動の様子が ケース展示 の場 合 と異

な る。 そ こで,材 質,空 間,調 節剤 の量 の関係を 目下検討中であ る。(見城)

(3)密 封 ケース内微気象変化 の制御 の研究

外 界の温 度変動があ った場合 のケース内相対湿度分布 の偏 りに対 して,シ リカゲル

シー トが有効 であ るこ とを 明 らかに した。(三 浦)

(4)文 化財の保存,展 示環境 に関す る研究

文 化財 の保 存,展 示環 境に浮遊 してい る粉 じんお よび文化 財に付着汚染 して

い る粉 じん等に含 まれ る高 沸 点 化 合 物 を ガス クロマ トグラフィーによ り分析

し,環 境汚染の影響 と原 因を究明 してい る。

空 気中か らの捕集 は,0.29のTENAXGCを 秤量 ビンに入れ7日 間環境

中に暴露 した ものを,粉 じんは採 取 した ものをその ままそれ ぞれ1mlを 注射

筒に移 して250°Cで 追 出 しPEG20Mを 充填 した カ ラムを用 い分析 した。

・ 粉 じん中お よび空 気中の高沸 点物 質の挙動,汚 染 の原 因を検 討中。(門 倉)

⑤ 空気中に暴露 されてい る銅製品の腐蝕生成物 と環 境汚染 について

イオ ンクロマ トグラフィーによ り,銅 錆中 の陰 イオ ンの うちCl-,NO-,SO42一 イ

ォ ソを分析 し,環境汚染 との相 関性 を検討 し,工場地域,住 宅地域,道 路等 で銅錆組成に

特徴がみ られた。 また,銅 錆中の炭 酸銅の存在 は比較的 少なか った。継続 中。(門倉)

㈲ 未開 口埋葬施設内の空気に関す る研究

従来,空 気組成 として酸素,窒 素,炭 酸 ガスを主体 に測定 してきた。本年度は微量

試料中 の メタンの分析法を検討 し,ガ ス クロマ トグラフィーによ りPPMオ ーダーの

メタンを分析 した。(門 倉)

本年度 は,東 京都世 田谷区中神明遺跡 横穴 と仙台市伊達家墓所石室内お よび茨城県

勝 田市虎塚古墳石室内を調査 した。(門 倉)

分析結果,中 神 明横穴内 メタンは0.21ppm外 気中で1.73ppm,伊 達家墓所石室

内0.21ppm,外 気で2.02ppmで あった。

3.文 化財 の生物劣化 とその防除に関す る研究

(1)実 態 調査 と防除対策
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保存科学 部

文化財に被害を及ぼす生物(微 生物,昆 虫等)の 実態調査 を行 い,被 害 の状況に応

じて防除対策を検討 して助言 ・指導を行 ってい る。本 年度 は,下 記 の調査 と防除対策

を実施 した。(新 井 ・森)

1>

2)

3)

4)

5)

6)

7)

埼玉県立自然史博物館の爆蒸室の調査と助言(新 井・森)

群馬県立歴史博物館の爆蒸指導(新 井・森)

世田ケ谷山観音寺における生物被害調査(新 井)

東京国立博物館の煽蒸指導(新 井 ・森)

足立美術館の憾蒸指導(森)

厳島神社大鳥居の虫害調査(新 井・森)

56.5

56.6

56.6

56.7

56.8

56.8

イギ リスにおける大江戸美 術展 出品作 品の爆蒸指導,於 東博(新 井 ・森)

56.

8)同 上 於京 博(森)

9)同 上 於東博(新 井 ・森)

10)国 立近代美 術館,工 芸 館の虫菌 害調査(新 井 ・森)

11)国 立歴史民俗博物館におけ る生物被害 等の調査(新 井)

12)宮 城県立美術館の開館 前に発生 した虫菌害の調査 と防除対 策

13)東 京国立博物館,収 蔵 庫爆 蒸

14)埼 玉県立 自然史博物館煉蒸 庫試運転指導(新 井 ・森)

15)名 古屋市博物館におけ る生物被害調査 と防除 対策(新 井)

② 文化財 の長期保存に関す る研究

8

56.8

56.8

56.8

56.8

56.9

56.9

ss.1z

57.2

酸 素の遮断性が優れてい る同時二軸延 伸ポ リビニルァル コール(BO-PVA)フ ィル

ムを,燃 蒸後の文化財 の保存に応用す る研究を継続 してい る。(新 井 ・森)

(3)微 生物学的研究

1)文 化財 に着生 した糸状菌の水分活性(wateractivity)を 測定 して,そ の文

化財の保存環境 の履歴 を知 り,糸 状菌防除 の手がか りとす る研究。(新 井)

2)軸 装,刀 剣等 か ら分離 した 糸状菌が材質 を劣化す る一 因 として,糸 状菌 の生

成す る有機 酸を想定 し,細 管式等速電気泳動装置を用いて,糸 状菌が代謝生成

す る有機酸分析を継続。(新井)

3)伊 達家墳墓感仙殿 および善応殿 におい て,未 発掘石室内の微生物学 的調査 お
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よび感仙殿遺物 の微生物 について調査研 究。(新 井)

(4)昆 虫学的研究

1)4種 の低毒性 防虫剤 につ いて,海 中での効 力な らびに溶 出量 を経時的 に測定

し,海 虫防除 の可能性 の探求。(森 ・新井)

2)殺 虫塗料 のなか には,混 入 した殺 虫剤 の種類に よって必ず しも殺虫効力の期

待で きない ものが ある。木片y'塗 布 した3積 の殺虫塗料に イエ シロア リを接触

せ しめて殺虫効力を比較検討 した。(森)

⑤ 燃 蒸法について

1)木 彫仏像な ど文化財 の加 害虫を短 時間に殺 滅す る方 法について研 究 し,減 圧

法 と常圧法を併用す ることによ り爆 蒸時 間を2時 間に短縮す るこ とが可能 とな

った。(森 ・新井)

2)文 化財 の燃蒸処理標準仕様書 を作成 し,爆 蒸依頼者が発注時 の基準 となる根

拠 を示 し施工者 に対 しては文化財爆蒸作業 の必須条件を明示 した。(森 ・新井)

3)コ ンクリー ト壁体 の煽蒸 ガス透過性について継続 して研究 した。(新 井 ・森)

4)2枚 貝の爆蒸法 による殺減条件を検討 した。(森 ・新 井)

4.考 古遺物 ・遺跡等 に関す る考古化学的及び保存に関する研究

(1)水 中引揚げ遺物の研究

江差 ・開陽丸遺物,長 崎 ・鷹島 ・元 冠関係 と見 られ る遺物 について,保 存処理及 び

その後の経 年変化の点検,収 蔵 環境の保全等の指導 を行 った。(江 本)

② 遺跡 の保存

佐賀 ・久保 泉丸山遺跡,静 岡 ・柏谷遺跡 の保 存委 員会に参加 し,調 査 および対策立

案 を行 った。(江 本)

5.文 化財 の情報処理 に関する研究

マイ クロコンピュータを大型計算機 セ ンターの端末 と して利用す るため のプ ログラ

ム,個 人用データベースのため のプログラム等を開発 した。(三 浦)

6.国 宝 高松塚壁画保存 ・修復への協力

(保存科学部,修 復技術部 共同)

壁画 の保存状況点検が,文 化庁美術工芸課に よって昭和56年6月 に行 われたが,そ

の際 微生物汚染,壁 画面の状態の点検,殺 菌 処置および,未 施工部 分の修復処置を
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調査研究

行 った。(新 井 ・増 田)

B特 別 研 究

石造文化財一石及び類似材料 の保 存と修 復に関する科 学的 ・技術 的研 究(8年 継続,

第5年 次,保 存科学部 ・修復技術部 共同研究)

石造文化財お よび付随す る材料 として,煉 瓦,瓦 類の焼成品,土 壁,た たき等 に関

して,そ れ らの劣化機構 の解 明,保 存管理方法お よび強化修復技術の確立を総 合的に

推進 させ るのを 目的 としている。

本年 度は下 記の調査研究 を重点的に行 った。

(1}凍 結融解に よる石 の劣 化の研究

岩石 の凍結融解繰返 し実験 を行 い,劣 化を促進 させ,そ の過程 にお ける石の超音波

伝導速度の変化を測定 した。それに よって劣化の程 度を判断 す る方法,お よび劣化機

構 の研究を行い多 くの知見を得た。試料 として用いた石は,従 来か ら樹脂 含浸 の実験

に 用い ている大谷石(凝 灰岩)と 白河石(安 山岩)で あ る。(三 浦)

本年 度の招へ い研究員,北 大低温研究所,福 田正己氏 の協力を得て,上 記の実験,

測定 の プログラム,測 定値 の読取 りか らデータ処理を一環 して行え るようにな った。

② 劣化 した石の強化のための基礎実験 として昨年に 引続 き各種 の薬剤 の含浸処置

に関す る研究を続けた。その効果判定 には凍結融解繰 り返 し試験 または引張 り剥離裁

験等を行 った。

古瓦 の保存 ・修復に関 しては,シ ラン(SS101)含 浸に よる強化 と溌水 処置後,欠

失部を古 瓦粉末 を混 じた エポキシ樹脂 で補足整形 して再用す る研究を行い,こ の成 果

は津市専 修寺の獅子 口瓦 の修復 に用い られた。(西 浦)

(3)過 去に修復処置を実施 した石造文化財 の経年変化 と修復に関す る問題点を把 握

す るため,長 崎県眼鏡橋 その他を追跡 調査 した。強化処置,擬 石処置 の耐久性や外 観

上 の変化について知見を得た。(鈴 木 ・樋 口 ・西浦)

(4)外 国におけ る石の保存 処置に関す る文献収集,過 去10年 程 の期 間に,外 国で出

版 された学会誌,雑 誌,シ ンポジ ウムの記録等の出版物か ら,石 の保 存処 置に関 して

特 に重要 な報告を選択,翻 訳 し集積 してい る。(三 浦 ・西浦)
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保存科学部

C受 託 研 究

1.虎 塚古墳彩色壁画保存のための研究(茨 城 ・保存科学部)

昭和55年10月 に竣工 した保存公開施設に よ り一般 公開を春季(4月)秋 季(10月)

に行い,市 教 育委員会のみで公開を実施す ることがほぼ軌道にの って きた。 しか し,

閉鎖中お よび公開前後の石室 内壁 画の点検,環 境の保全について専門的な事項を受 託

研 究費に よ り実施 した。すなわち,石 室 内お よび観 察室の閉鎖 時におけ る温湿度,空

気 組成,微 生物等の調査,公 開 前後の保存科学的指導,閉 鎖 のための処概をお こなっ

た。(江 本 ・門倉 ・見城 ・新 井)

2.国 宝,重 文 日光社寺建造物 の保存 に関す る研 究(栃 木 ・保存科学部 ・修 復技術

部)

(1)二 天門 の黒化現 象の基礎的研究

檜,杉,橡 の手板に下地塗装を して,種 々の環境下 に放置 した外観 を観 察す ると棒

材は黒 いむ らが でき,特 に秋材部 分 に 黒 色 の 塗 りむ らと して,盛 り上が る傾 向があ

る。 これに対 して,杉,檜 の場合には一 様な塗装がで きる。

実際に二天門 の黒 くな った試料を顕微鏡でみ ると,檸 材部分が盛 り上が っている。

今後,檸 材の脂止めについての研究を進 め る。(見城)

② 唐油彩色の密 陀油に溶 解 して防 カビ効 力を示 す薬 剤を選 定 し,手 板に顔料 と防

カビ剤を混合 した密 陀油を塗 布 して,多 湿な環境 に保ち,防 カビ効 力 を検 討 中 であ

る。(新 井)

(3)平 彩色等の胡粉塗 膜剥 落の再現実験 を継続 中であ り,か つ膠塗 膜の接着強度試

験 によ り,膠 が10%以 下 の濃 度の液に胡粉等 を混合 して塗布す ると接着強 度が著 しく

減 退す るこ とが判 明 した。(新 井)

(4)日 光 社寺文化 財の環境 条件を正確 に把握す るため に東照宮,二 荒山神社,大 猷

院 で温湿度 を継 続 して記録 してい る。1975～1979年 まで の記録か ら月平均気温お よび

相対湿度を一覧表 と した。そ の結果,日 光山内の年平均気温 と年平均相対湿度は,約

10°C,72%RHで ある。(三 浦)

3.石 岡市 ・鹿の子C遺 跡 出土の漆紙の研究(茨 城:保 存科学部,修 復技術部,美

術部,情 報資料部 共同研究)

遺跡 の調査面積 の数次 にわた る追加に 伴って出土 した漆紙試料100余 点について,
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調 査 研 究

下 記項 目の総 合的 な研 究を行 った。

ω ク リーニング(青 木)

② 赤外 テ レビに よる漆紙文書の確認(判 読)(石 川)

〔3)赤 外線写真の撮影(橋 本 ・石川)

(4)素 材(漆,紙)の 材質分析 と顕微鏡に よる観察(見 城 ・石川)

⑤ 文字,文 書 の解読(田 村)

〔6}保 存 処置法の検 討(樋 口 ・青木)

D科 学研究費

昭和55年度より開始された文部省科学研究費特定研究 「古文化財に関する保存科学

と人文 ・自然科学」の第2年 次で,研 究課題の統合が行われ,当 研究所保存科学部関

係の研究課題および研究代表者,分 担課題および分担者は下記のとおりである。

1.建 造物 ・美術工芸品の劣化現象と保存修復に関する研究

代表者 伊 藤 延 男

(1)応 急処理した彩色遺物の保存に関する研究総括 江 本 義 理

② 膠r剤 および有機材料の分析 門 倉 武 夫

2.古 代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究

代表者 柳 沢 孝

に}赤 外テレビ搬影法の開発と応用の研究

②X線 透過法による彫刻の調査研究

3.紙 の劣化機構の解析と複元化に関する研究

(1)紙 の保存に関する環境条件の検討

4.青 銅製造物の材質と技法の研究

に》化学分析,X線 分析

② 鉛同位体比測定

5.水 中遺構 ・遺物等の探査および保存に関する研究
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三 浦 定 俊

石 川 陸 郎

代表者 門 屋 卓

三 浦 定 俊

代表者 樋 口 隆 康

江 本 義 理

馬 渕 久 夫

代表者 茂 在 寅 男



(1)

(2)

(3)

水中遺物の材質およびその劣化・総括

有機質遺物の保存

遺物の生物劣化とその対策

修復技術部

江 本 義 理

見 城 敏 子

新 井 英 夫

5修 復技術部

(1)概 要

修復技術部は,文 化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究とその公表を主務と

する部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる

部であるのに対し,修復技術部はs老 化破損し,あ るいは後世の付加物のある文化財

について,も との正しい状態に修理し,あ るいは復元する方法についての科学的,技

術的研究を担当している。

研究対象としては,絵 画,書 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料などは勿論,木 造構造物

の組織や細部に描かれた絵や彩色石造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財があげ

られる。

研究組織としては,3研 究室6研 究員1専 門職員からなっている。

第一修復技術研究室

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的調査研究とその結

果の公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究とその結

果の公表を主務とする。

纂三修復技術研究室

石,金 属,土 又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的 ・技術的研究と

その結果の公表を主務とする。

各研究室とも,経 常的な研究として,有 形文化財を構成している材料,構 造,製 作
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技法についての研究や,そ れ らを修復す るための伝統技術 の整理体系 と科学的裏付け

の資料集積,そ して更に科学 的な材料,技 法の修復へ の応用 と開発 のため の臨床的な

研究な どを実施 してお り,と くに材質 強化,補 強,接 合.剥 落防止,朽 損部充填等に

ついて各種合成 樹脂 の応 用 と技法 の開発に努めている。

これ らの研究過程においては,保 存科学 部 との共 同研究が必要な部分 もあ り,ま た

部内において も,一 つの文 化財 が二つ の研究室 にまたが る複合的な材質か らな る場合

も多 く,そ れ らについては 各 研 究 室 員 に よる共 同作業に よって研究が進め られてい

る。 これ らの詳細 は次項 に記す通 りである。

特別研究 「石造 文化財 一石及 び類似 材料 の保存 と修復に関 す る科 学 的,技 術 的 研

究」は,8力 年 の継 続研 究の第5年 度 として,文 献収集,調 査,実 験研究を行 った。

(28頁 参照)

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究

(1)漆 芸品の研究

法隆寺宝物館にある宝物の総合調査は,今 年度は漆芸品を対象に行なわれ,東 京国

立博物館の依頼により参加した。七点ある漆皮箱の調査が主なもので,皮の判別,成形

技法,漆芸技法,正倉院所蔵品その他伝世品との比較が行なわれ,X線 透視や顕微鏡に

よる詳細な記録が得られた。これらの成果は概報としてまとめられた。(鈴木 ・中里)

② 出土金属工芸品の製作技法の研究

広島県大塚古墳出土短甲の修復処置を通じてパラフィン等を使用した昭和初期の修

理について知見を加えるとともに短甲の製作技法調査を行った。また象嵌遺物では沖

ノ島遺跡出土鞍金具などの調査を行った。(青木)

(3)装 潰技法の研究

1)伝 統技術としての装演技法に関する調査研究を継続している。本年は,装 漬用具

としての刷毛製造の調査記録を東京 ・京都にて行い,ま た和紙の加工原料としての

布海苔製造の調査 ・記録を行った。(増田)

2)装 漬技法に関する中国文献の収集及び中国における紙本文化財の修復に関する文

一32一



●

修復技 術部

献 の収集を行 った。(鶴 田)

3)文 部省在外研究員(長 期)と して アメ リカ合衆 国に出張 中,ス ミソニ ア ン研 究

所,国 立公文書館,議 会図書館において,図 書の修復 ・保存技 術につ いて調査を行

った。(鶴 田)

2.合 成樹脂に よる彩色保存の研究

1)重 要文化財興福寺北円堂天蓋 は,漆 下地 を施 し,そ の上に漆 を塗 って彩色 してあ

る。昭和39年 頃,PVAに よる剥落 どめが施 され ているが,近 年再び剥離,剥 落が

甚だ し くな り,再 度剥落 どめを京都 の宮本滋基氏に よ り施工 され.そ の技術指導を

行 った。今 回の処置は天蓋 をは ずさずに下か ら剥離部分に.揺 変性 ア クリル エマル

シ ョンを注入 し,ま た剥離間隙 の少 ない箇所 には,パ ラ ロイ ドB72溶 液 を用 いた。

(樋 口,鈴木)

2)神 奈川県称名寺の重要文化財板絵着色弥勒来迎図.弥 勒浄土 図の剥落 どめ処置 の

現場を調査 した。 これ も薄い漆下地 の上 に白土をお き,そ の上 か らさ らに彩色 して

あ る。過去にPVAに よる剥落 どめが施 され たものであ るが,充 分 な成果が得 られ

なか ったので,再 びパ ラロイ ドB72の トリクレン溶液を用い て中沢一郎氏が剥落 ど

めを施工中であ り,そ の詳細を調査 した。(樋 ロ,鈴 木)

3)絵 馬保存 に関 して,岐 阜県恵那郡岩村町及 び,同 郡明智町 よ り依頼が あ り,岩 村

町歴史資料 館内保管中の絵 馬及 び,明 智町八王子神社 の県指定絵馬 の現 状 を 実 査

し.今 後の保存方 法につ いての資料 を得た。(茂 木)

4)禅 定図絵 馬(東 京都豊 島区 ・法 明寺蔵)の 彩色剥落 どめを実施 した。彩色 は胡粉

の下地 層が,か な り厚 く脆 いた め,板 の素地か ら剥離 し大 き く反 りかえ って いた。

元 の状態に戻 そ うとす れば崩 れやす く,難 作 業 に な った。 ア クリルェ マル シ3ン

AC3444を 使用 し,技 術的に解 決 し処理 した。(茂 木)

3.木 造文 化財の合成樹脂 による修復技術の研究

本年は我々が直接 関係 した合成樹脂 による木造文化財の修復につ いて特記す るもの

は少 ないが,従 来のエポキ シ系人工木 材では処 置す ることが困難 であ った腐朽に よっ

て生 じた空洞内部の充墳 や表 面の虫 蝕孔 の充填処置に新たに一液性 ウ レタン樹脂の利

用を試み,目 下基 礎的な実験をつづ けている。(樋 口)

4.石 造文化財 の修復処置 に関す る研究
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調 査 研 究

(1)沖 縄県那覇市,重 文 ・園比屋武 御嶽石門の解 体修理 に伴 う,古 石材 の含 浸強化

処置は,シ ラン溶液(SS-101)を 洗 源 ビンによ り注 ぎかけ る方 法に よ り指 導 した。

(西浦,樋 口,伊 藤)

(2)長 崎県平戸市,重 文 ・幸橋 の解 体修 理に伴 う古石材の強化 処置につ いて指導を

行 い,シ ラン溶液(ss-io1)の 浸潰含 浸処置を行 うべ く準備中であ る。又,折 損した

高欄石の エポキシ樹脂に よる接着及び擬石に よる充填,成 形 につ いて も指導を行 って

い る。(西 浦,樋 口)

③ 三重県津市,重 文 ・専修寺如来堂の修理工事 に伴い,大 棟獅 子 口の再用 につい

て,そ の可否及びその為に必要な処置 につ いて,調 査指 導を行 った。 現 地 調 査 の 結

果,再 用は充分可能であ り,処 置 としては,シ ラン溶液(SS-101)の 浸潰含浸 処置を

行 うぺ きと判断 した。(西 浦)

(4}史 跡徳一廟石塔(福 島県旧慧 日寺)の 修復に際 し,エ ポキ シ樹脂 に よる石材 の

接着,エ ポキシ樹脂エ マル シ ョンに よる擬 石処置な どを指導 した。二重笠石 と三重笠

石の間 の軸石は,伊 藤所長 の指示 によ り補足修理をせずに,の ぞ き穴のつ いた鉄製箱

型支持枠 を二重笠石 に接合 して三重笠石をのせ,二 重軸石部分の舎利容器 の入 ってい

た洞 を外か ら観察 できるよ うに した。(樋 口)

(5)重 要文化財西郷従道邸(愛 知県明治村博物館)の 根石表面 が厚 さ5～6mm風

化 し層状 に剥離 して脱落す るためその保存処置を指 導 した。始め この層状剥離 した部

分に低 粘度 エポキ シ樹脂 を注入 して接着す ることを試 みたが,作 業能率が悪 く広い面

積を処理す るには適 さなか った。そ こで層状風化部分を取 り除 き,シ ラソ溶液(SS-

101)を 塗 布含 浸させ て強化 と搬水性を附与 し,更 に補 足を要す る欠失部分 には,風 化

石粉 とモル タルセ メン トの混合物 にエ ポキ シエマルシ ョンを加 えた擬石で修復す るよ

うに した。(樋 口)

5.金 属製品 の修復処置の研究

鉄 製品は東京 国立博物館保管の大阪府 カ トンボ山古墳出土品一括,和 歌 山県丸山古

墳 出土鉄 誕一括,広 島県大塚古墳 出土短甲一領のほか,茨 城県虎塚古墳,土 浦市下郷

3号 墳,千 葉県佐倉市大崎台遺跡 の処置を実施 した。 また象嵌遺物 につい ては栃木県

佐野 市出土円頭柄頭,同 横塚古墳 出土鍔,群 馬県高崎市出土大 刀の処置を行 った。 こ

れ らの処理 にあた って脱塩 の問題点についてそれぞれの方 法を比較実験 した。
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修復技 術部

銅製品は福島県真野112号 墳出土金銅双魚{凧,重 要文化財太 安万 侶墓誌な どの保存

修 復処置を した。青銅製品については,セ スキ カーボネイ ト法 を用いて処理 した時 の

銅 の溶出について実験 す るとともに,ベ ンゾ トリア ゾール法に よる塩基 性塩化銅 の安

定 化処理 の技術的確立 と処理 システムの体系化につ いて検討 した。

長崎県松浦郡極楽寺蔵銅造如来像は鍍金 の上 に後世漆で金箔が貼 られ,仏 像本来の

姿 が損われ ていた。 この漆を剥が し,像 本来の姿 を とりもどす ため種 々の実験を した

結果,50%フsノ ール水溶液 を湿 布 した後,赤 外線 ランプで加熱 してi漆 を膨潤 させ

て除去 し,最 後 に流水 で良 く洗浄 した。 この像は後 に重要文化財に指定 された。(樋

口 ・青木)

6.遺 跡 ・遣構 ・遺物の保存 に関す る研究

に}世 田谷区神 明横穴古墳 の入 口を 閉塞 していた関東 ロームの土塊 の取 り外 しと同

遺跡 内の小 貝塚 の取 り上げ を硬質 ウレタ ンを用 いて取 りあげた。土層 の剥 ぎ取 りにつ

いては,硬 化 したエポキシ樹脂 の柔軟 化のため シ ンタロ ン,チ オコールなどを添加 し

た時 の物性 について検 討 し,そ れを用 いて神奈川県大和市上野遺跡 の関東 ローム層 の

剥 ぎ取 り実験 を したが,含 水 率の高い土層 であた ため接着不良 をお こす などの支障が

あ り,今 後改 良の余地 が残 され ている。(樋 口,青 木)

② 柏谷横穴古墳(函 南町)の 保存処置 と して,埼 玉大学理学部で研究 された土の

表面 に搬 水剤 を噴霧 して土 の崩壊 を防止す る実験が行われ,こ れに江本保存科学部長

とともに立会 った。(樋 口)

B特 別 研 究(保 存科学部 と共同研究,28頁 参照)

劣化 した石 の強化,保 存 の為 の樹脂処置については,基 礎実験を継続的に行 って来

ているが,現 在迄に得 られた多 くのデ ータを序 々に整理 統合 し,よ り詳細な実験,研

究へ と移行 しつつ ある。今迄に得 られたデ ータに依れば,強 化用樹脂 としては,有 機

シ リコーン樹脂(メ チル トリエ トキシ シラン系)の 有機溶剤溶液 〔商品名SS-101〕

が極め て優秀 であ る事が明 らかにな ってい る。(西 浦)

又,劣 化石に対す る新 しい保存修復処置方法 として,劣 化生成物 であ る石 コウ(硫

酸 カル シウム)を カルサイ ト(炭 酸 カルシ ウム)に 再転 換 させ る方法 について調査,

実験を開始 した。(西 浦,三 浦)
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調 査 研 究

石造品修復の際の欠損部 の充填,成 形 に用い る樹脂 擬石につ いて も継続 的に実験,

研究を進 めてい るが,ア ク リル樹脂,エ ポキ シ樹脂 とシ リコー ン樹脂(シ ラン)と の

混合樹脂がそ の耐久性において非常 に優れてい ることが判 った。(西 浦.樋 口)

石造物 の保護処置 として の擾水剤塗布処置に関 して,多 くの擾水剤について試験 を

行 ったが,防 水効果,特 にその耐久性において,前 述 の シラン(SS-101)が 極めて優

秀であ る事が確認 された。(西 浦)

瓦 の保存,修 復に関 しては,表 面の黒い カーボ ン層 が消失 し黄褐色化 した瓦の保 護

及び補色 を目的 と した樹脂 と松煙 の混合物の塗布処置について.塗 装部の耐久性を調

べ る為の実験を継続中 であ る。(西 浦)

過去に実施 した石造文化財の修復処置例を追跡調査 して経年変化 と修復の問題点 の

把握 に勉 めるべ く,昭 和54年 度来調査を行 って来 てい るが,本 年度は,オ ル ト邸(長

崎市),眼 鏡橋(諌 早市),の 調査を行 った。(樋 口,西 浦.鈴 木)

o

C受 託 研 究

1・ 仙 台伊達政宗公墓所 出土副郵品の保存処置 に関す る研究(Ⅳ)(宮 城)

先年度 よ り継続 の白梅蒔絵手 箱漆膜移植処置は,今 年度は蓋の漆膜 の貼付施工を行

った。

反 り返 りを防 ぐため ア クリル板に挾ん で水浸に しておいた蓋の分の漆膜は,貼 りや

すい様 に付着物 の除去 を行 い,割 離 した漆膜 は割 口を合せ て整形す る作業を まず行 っ

た。

一方実 測に よって箱 の原形を復原す る事につ とめ
,そ れを元に漆膜 を貼付け るため

の木製 の箱 を外部 の業者に依頼 して製作 させ た。

この箱 の漆芸施工は極め て特異で,下 地を施 さず,皮 貼 りの上に直接薄 く塗 漆 して

お り,現 状では薄い漆膜 のみ の状態にあ るので,科 学 的処置は施 さず,直 接素地 に貼

付け る事 とした。貼付方法は,接 着剤 として麦漆を試み る事 とし,押 えには主に油粘

土を使用 した。

先述 の様に皮 の上に塗漆す るので,皮 特有の細かな しわが塗膜に現われてお り,貼

付けに よって,そ の しわが延びて しまう事を懸念 したが,あ る程 度は旧状 の状態 を保

持出来た ゜

`
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修復技術部

2・ 重要文化財五輪 塔の保 存修理研究(大 分)

阿蘇 凝灰岩製の一石五 輪塔で火 翰に 「弘安八 年乙 酉五 月廿 四 日」 の刻名があ る。地

輪,水 輪,火 輪が大 きく鱗 片状 に剥落 してい る。

破損 の主な原因は地 下か ら吸水 された水が凍結す ることに よって石材 が鱗 片状に剥

離 した と思われたので,石 材の強化 と擾水 性の付与 のためアルキルアル コキ シポ リシ

ラ ンの約35%ト ルエ ンメタノール混合溶媒溶液(SS-101)を ガーゼを巻 いた石材に毛

細管吸 上法にて含 浸 させ た。そ の結果吸水 率は 処醗前28.4%か ら処 置後2.3%に 改良

された。

鱗片状に剥離 した破片はエポキ シ樹脂(主 剤 アラルダイ トCY230100部,硬 化剤

エポ メー トB-00250部,圧 縮破壊強度746kg/cm2)で 接着 し,若 干 の欠失 部につ い

ては上 記エポキ シ樹脂100部,石 粉200部,ガ ラスマイ クロパルー ン30部,松 煙 適量 の

混 合比 の擬 石(圧 縮破壊強度359k8/cm2)を 用いて補修 した。

3.国 宝 ・量文 日光社寺建造物 の保存 に関す る研 究(栃 木)

(保存科学部 と共 同研究29頁 参照)

o

D科 学研究費

昭和55年度より開始された文部省科学研究費特定研究 「古文化財に関する保存科学

と人文 ・白然科学」の第2年 次で,研 究課題の統合が行われ,当 研究所修復技術部関

係の研究課題および研究代表者,分 担課題および分担者は下記のとおりである。

1.建 造物・美術工芸品の劣化現象と保存修復に関する研究 代表者 伊藤 延男

1)応 急処理した彩色遺物の保存に関する研究

(1}壁 画の保存処置の研究

2)漆 文化財の保存法の研究

(1)上 代漆芸品の保存修復に関する実証的研究

2.水 中遺構 ・遺物等の探査および保存に関する研究

1)水 中遺物の材質およびその劣化

に)水 中金属遺物の保存に関する研究

3.遺 構 ・遺物の探査および保存修複に関する研究

1)遺 構断面層序の剥ぎ取り保存および貝層断面の保存法

一3?一

総括 江本 義理

樋口 清治

総括 熊野囎 從

中里 寿克

代表者 茂在 寅男

総括 江本 義理

青木 繁夫

代表者 田中 琢

総括 樋ロ 清治



1

調査研 究

に}遺 構保存処理および考古学的検討 青木 繁夫

4.社 寺等古建築の外部化粧としての漆塗装の耐久性に関する実験的研究

(奨励研究㈹ 研究者 西浦忠輝)

●

6情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作成,収

集,整 理,保 管等の業務を充実発展させ,さ らに研究所各部の所掌にかかる資料を対

象とすることを目的として昭和52年4月 に発足した。当部はその資料を文化財関係事

業のみならず,国 の内外の研究者の利用に供して,文 化財に関する研究資料センター

の役割を果している。当部研究員はこれら業務を行うとともに,各 専門領域における

調査研究を進め,そ の成果を機関誌 「美術研究」及び美術部 ・情報資料部合同で毎年

開催される公開学術講座などで発表している。なお本年度は第5回 文化財保存修復国

際研究集会 「東アジアにおける美術交流」を美術部と共同で担当した。

研究組織は文献資料研究室と写真資料研究室の2室 よりなる。

文献資料研究室

研究文献資料の収集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を分担するとともに,毎 年,日

本 ・東洋古美術に関する雑誌論文及び単行図書を分類集録した文献目録を編纂し,美

術史学界はじめ関連学界に貢献している。定期刊行物所載古美術関係文献については

前回の昭和11-40年 の目録に引続き,昭 和41年以後の目録作成準備を続行中。

これらの業務のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究

を進めてその成果を公表し,ま た落款 ・印章に関する特別研究に参加した。

ノ

写 真 資 料 研 究 室

研究 用写真資料 の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに,各 研究者 の調査

研究活動 に協力 して研究資料を撮影 し,研 究用写真資料の収集,作 成 につ とめた。 ま

た,こ れに平行 して,美 術研究所当時に撮影 した ガラス製写真原板 の転 写を昨年度 に

一38一

」



●

情報資料部

引続き実施した。

これらの作業のほか,当 研究室員は日本・東洋古美術研究の各分野で専門的調査研

究を進め,そ の成果を公表した。また,科 学研究費による特定研究 「古代中世におけ

る絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究」(代表者 柳澤孝)に 参加した。

(2)研 究調査活動

●

A一 般 研 究

1・ 日本・東洋古代彫刻史研究

(1)わ が国の小金銅仏の調査と新羅仏の研究を行い,こ とに従来不明とされていた

新羅仏の技法の解明につとめた。(久野)

2・ 日本古代中世絵画史の研究

(1}仏 教説話画の研究

富岡美術館蔵釈迦説法図(宇 佐神宮旧蔵神輿障子絵)の 調査研究。(関口・米倉)

広島県持光寺蔵釈迦八相図の調査研究。(関口)

② 仏教絵画の研究

千葉県所在の仏教絵画について,西 光寺外八ケ寺に所蔵される浬梨図8幅,福 善寺

蔵両界図,東 光寺蔵十二天像を調査。(関口)

㈲ 科学的方法による材質技法の研究

特定研究 「古代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関す る科学的研究」(代

表者 柳澤孝)に 参加し,鳳鳳堂壁扉画および法界寺阿弥陀堂柱絵を調査。(関口)

(4)古 代・中世やまと絵の研究

プリア美術館蔵の平安 ・鎌倉やまと絵資料ならびに関連仏教絵画遺品を調査した。

(江上)

(5)高 僧伝記絵の研究

継続中の法然上人伝絵研究の一環として,現存諸本中最古の本奥書を有する写本「本

朝祖師伝記絵詞」(久留米市 善導寺蔵)の 調査を行った。またこれまで調査し}た

法然上人伝絵諸本 ・諸資料を基にその系統研究を行った。(米倉)

⑥ 絵巻の研究

別掲の科学研究費による 「大和絵模本の研究」として金刀比羅宮所蔵為恭旧蔵模本
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調 査 研 究

の調査を行 い,多 くの絵巻関係資料を蒐 集 した。(米 倉)

3。 日本近世絵画の研究

(1)近 世初期水墨画 の研究

奨励研究(A)「目本近世初期水墨画 の研究(友 松,宗 達,又 兵衛 を中 心 に)」 に よ り

MOA美 術館,兵 庫県常栖 寺をは じめ個人 コレクシ ョンの関連作 品の調査資料収集を

行 った。(鈴 木)

(2)江 戸絵 画の研究

渋谷区立松濤美術館にて特別 展示 「若 沖展」 出陳作 品の調査 を行 った。(鈴 木)

4.東 洋古代絵画史研究

(1)図 版 入 りの宋 ・高麗 版経 の研 究

図版 入 りの宋お よび高麗 版経 との関連 で,宋 および高麗版経 の基準作 を調査 した。

(長滝寺宋版一切経,安 国寺高麗版 大般 若経,東 大 寺高麗版一 切経 な ど)(江 上)

② 西域古代絵画史研究

招聰研究員 の リブー女史を迎え,相 互 の情報 交換 の機会を得,特 に アス ターナ出土

資料 につい て幾多 の新知見 を得た。 また 敦 煙 画 に 関 す る資料整理及び研究 を続 行中

(上野)

5.東 洋美術の地域間交流 に関す る文献資料の研 究

今年度開催 の 「東 アジアにおけ る美術交流」の シンポ ジウムに備え て,関 係文献の

調査収集研究 を行 った。(上 野 ・江上 ・米倉)

B科 学研究費

「大和絵模本の研究」

(一般研究◎ 研究代表者 米倉迫夫,研 究分担者 江上 緩)

江戸時代において,画 家が古画実見の折に描き留めた模本類は画家の古画学習 ・伝

習の跡をうかがうことのできる貴重な資料である。同時にそれは現存しない古画作品

の姿を留めていたり,原本伝来の経緯を物語る資料を含む可能性を有する貴重な研究

資料である。当研究は現存するこのような模本類の中でも大和絵関係の模本資料に焦

点をあてる。今回の研究においては土佐家,住 吉家,為 恭旧蔵の各模本類を主たる対

象として調査を進め,写 真資料の作製を行い,各 々の画系や画家の古画学習 ・伝習の

一40一
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主要研究業績

,

実態 を明 らかにする と共 に,原 作 品に関わ る資料を抽 出す る。

第1年 次 であ る本年度 は香川県金刀比羅宮所蔵 の岡田為恭 旧蔵模本約200巻 の調査

並 びに写 真撮影 を行 った 。当模 本類 は復古大和絵作家為恭にふ さわ しく,絵 巻物 ・is

調度 ・古装束類 を主 たる内容 とす る。 また 必 ず し も為 恭 自筆の模本 類ばか りではな

く,年 紀 と署名 に よ り為 恭 自筆 と明 らか に判 明す る ものはわずか で,他 か ら譲 り受け

た と思わ れ るもの も含 まれている。

「日本近世初期水 墨画 の研究」(奨 励研究㈹ 研究者 鈴木廣之)

16世紀 末か ら17世 紀初頭にかけ て(慶 長～寛永年間)に は,桃 山時 代を しめ くくり

江戸時 代の先 き駆け とな った様 々な絵画現 象が起 こ ったが,伝 統 的な水墨 画の分野に

も創造 の可能性 を試 みよ うとす る過渡期的様相が観察 で きる。本研究 では,従 来 の流

派別の絵 画史観に と らわ れず,こ の時期 に重要 な作 品を遺 した海 北友松,宗 達,岩 佐

又兵衛 らの水墨作品に的 を絞 り,あ わせ て山楽,内 膳,重 信 ら同時期 の狩 野派あるい

は松花 堂昭乗 ら余技の画 家によ る水墨画 を も含 めこの時 期の水墨 画の新 様式につ いて

多角的 な検討を行 った。 また作品の調査 に当たっては詳細 な写真撮影 を行 って資料 と

した。

7主 要研究業績

①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表 ⑤:講 演 ・放送 ⑥ その他

昭和56.4～ 昭和57.3

伊藤 延 男(所 長)

② 古寺探訪 現代 に坐 きる古寺一西 ・東本願寺一 「探訪 日本の古寺」8

② 特集2古 建築 の住空間一構成 と生活 イメージー デ ィテ ール70

③ 奈 良一古代 日本へ のい ざない一 「楽 土残照」

② 本堂平面の系譜

③ 図版解説 長寿寺本堂 常楽寺本堂

三重塔

② 保存のための科学と技術

③ 図版解説 醍醐寺 五重塔 金堂

56.5

56.10

56.10

「日本 古 寺 美 術 全 集 」1156.11

1例 く、㌔}本堂

金 剛 輪 寺 本 堂 西 明 寺 本 堂

「日本 古 浄美 術 全 集 」1156.11

仏 教 芸 術13956.11

薬 師 堂 仁 和 寺五 重 塔
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② 木材年輪年代学序説

「日本古寺美術全集」1457.1

保存科学2157.3

襲 術 部

川上 浬(美 術部長)

④ 歴代名画記と正倉院絵画

第5回 文化財保存修復国際研究集会 「東アジアにおける美術交流」

⑤ 中国の山水画 第15回美術部・情報資料部公開学術講座

田村 悦子(主 任研究官)

② 散文(物 語 ・草子類)中 における和歌の書式について

② 親鶯の,特 に坂東本r教 行信謹』の筆蹟について 上

柳沢 孝(主 任研究官)

① 当麻寺(大 和の古寺2)

② 織成当麻曼陀羅について

④ 東寺西院両界曼茶羅の様式的検討

第5回 文化財保存修復国際研究集会

56.10

57.3

美術 研究31756.7

美術 研究31857.1

岩 波書店57.3

「当麻寺」所収57.3

一特に晩唐絵 画 との関連一

「東アジアに おける美 術交 流」56.10

④ 美術部 ・情 報資 料部研究会57.3

⑥ 「科学的調査法に よる日本古代中世絵 画の実 証的研究 」56年度年 次報 告(共 同執筆)

特定研究 「古文化 財」 報告書57.3

猪川 和子(主 任研究官)

② 鎌倉時代 の仏像 一運慶 と東国一

(探訪 日本 の古寺)第 一 出版 アー ト・セ ンター56.5

② 石山寺 の美術(古 寺美術全集)集 英社56.11

② 渥繋彫像 美 術研 究31857.1

③ 図 説寺院 め ぐり必携(大 法輪選 書)56.5

⑤ 天平彫刻 か ら平安初期彫 刻へ 目黒区教育委員会婦 人学級56.6

田実 栄子(主 任研究官)

④ 中 世か ら近世初期 の中国渡来染織品 とその影響

第5回 文化財保存 修復 国際研究集会 「東 アジアにおけ る美術交流」56.10
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主要研究業績

④ 修復完了 の重文 「片倉家伝来小紋胴服」,及 び調査 ・研究中

(修復前)の 「日光輪王寺伝来胴着三領」

昭和56年 度第2回 染織品保存科学サ ロン'57.2

③ 輪王寺舞楽装束 日光 山輪王寺舞楽装束展(サ ン トリー美術館)56.g

陰里 鉄郎(主 任研究官)

② 黒田清輝 「近代 美術 の開拓 者」3有 斐 閣新 書56.8

② 中原 悌二郎 「近代美術 の開拓者」4有 斐 閣新 書56.9

② 明治20年 前後におけ る洋画 の一 側面

一 曽山幸彦筆 「武者試鵠之図」 を中心 に一 大和文華6956 .9

② 日本 における印象派 の展開 印象派 一パ リと日本一展 目録 富士美術 館56.10

② 関根 正二 天折 の天才画家 ・関 根正二 と村山椀 多展 目録 朝 日新聞社56.10

② 石井柏亭一 人 と芸術 「石井 柏亭画集」信濃 毎 日新聞社57.3

② 黒 田清輝 の素描

東京国立文化財研究所美術部編 「黒田清輝素描集」 日動出版57.3

③

③

④

④

④

⑥

雅展 「近代日本の洋画」作品解説

近代洋画人物画10選(美 の美)

萬鉄五郎とふるさと

村山椀多 ・その軌跡

黒田清輝について

書評 ・土居次義著 「水彩画家大下藤次郎」

宮 次男(第 一一研究室長)

② 御伽草紙絵について 「在外奈良絵本」角川書店

② 東寺の弘法大師行状絵巻について 「弘法大師行状絵巻解説」凍京美術

② 法華経美術の特質 「法華経の美術」佼成出版

② 法華経の美術 太陽223

② 日本の説話画 古美術61

④ 極東の法華経見返一絵特に宋版法華経を中心にして一

第5回 文化財保存修復国際研究集会 「東アジアにおける美術交流」

⑤ 説話画の話 女子美術大学

一43一
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日本経済新聞56.11.soda。10

岩手県和賀郡東和町教育委員会56.5

信濃 デ ッサ ン館56.5

弘前市博物館56.5

みつゑ918号56.9

56.5

56.5

56.9

56.9

57.1

56.10

57.1



調 査 研 究

⑤ 地獄 と極楽 の絵画 の特色 アサ ヒカルチ ャーセ ンター57.2

増 田 勝 彦(第 一研究室)

⑥ 西洋美術品修理に応 用す るための装漬技術 の実技研修会

,ベ ニス ・ローマ1981.10^-1982.6

⑤ 日本及び ヨー ロッパにおけ る手漉紙 の技術,そ の共通点 と相違 点について

ロー マ1982.5

関 千代(第 二研究室長)

① 近代 の絵巻一前田青邨 小学館56.11

① 明治宮殿杉戸絵 京都書院57.2

③ 院展 の流れ 展覧会 カタ ログ56.10

三輪 英夫(第 二研究室)

③ 黒 田清輝年譜 「黒 田清輝 素描集」57.3

⑤ 明治初年 の洋 画につ いて 世 田谷婦人大学56.6

三隅 治雄(芸 能部 長)

① 民俗芸能辞典(共 著)東 京堂 出版56.9

① 芸能の成立 と伝承(NHK大 学講座)日 本放送 出版協会56・10

② 日本芸能史の中の万歳 「ことほ ぐ一万歳 の世 界一」 白水社56.6

② 民俗芸能 の伝承 「芸能 史研究」76号57.1

② 来迎 会と地獄芝居一房総 の念仏芸2-「 芸能の科学」1457.3

② お ん祭の神事芸能 春 日若宮お ん祭の神事芸能(奈 良県教 育委員会)57.3

② 常磐津 ・富本 ・清元 ・新 内の歴史的背景 「日本古典音楽大系」第7巻57.3

② 豊 後浄瑠 璃の発生 「日本古典音楽大系」第7巻57.3

② 豊 後節の興隆 と江戸浄 瑠璃 の衰退 「日本古典音楽大系」第7巻57.3

③ 三線 と三味線 と 歴史 と人物124号56.10

③ 郷土芸能 の生 き方 一手賀沼周辺地域 民俗 芸能一 我孫子市史研究657.3

③ 日本人 と神 ・芸能 の伝播 と信仰をめ ぐって(対 談本田安次 と)

「探訪神 々のふ るさと」 第4巻57.3

③ み ん よう対談 「みん よう文化」34号 ～45号56.4～57.3

③ はね ばはね よの民俗 「国立劇場 」筋書57.3
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④ シムポジウム 「仮面 の世界」

④ シムポジウム 「日本民族文化 の比較研究」 皿

⑥ 民俗芸能伝承の基盤

⑤ 日本人と芸能

⑤ 民旙の話

⑤ 神語りの世界

⑤ 日本の人形芝居

⑤ 日本の民謡

⑤ 日本舞踊の流れ一とぶ・はねる一

⑤ 羽衣伝説について

⑥ 大学講座 「芸能の成立と伝承」

佐藤 道子(演 劇研究室長)

⑤ 修二会の由来

⑤"鬼"の 話一悔過会と鬼一

⑤ 祖師供養のさまざま

⑤ 声明一日本音楽の源流一

④ 「公」と 「私」の修二会

⑤"鬼"の 話一中国の鬼一

⑥ 法華八講について

松本 雍(演 劇研究室)

② 法隆寺の勧進猿楽をめぐって

②

③ 綜合新訂版 「能楽全書」解題 ・補注

⑤ 能におけるく語り〉の成立

⑥10月 の舞台評"若 手の台頭"

蒲生 郷昭(音 楽舞踊研究室長)

② 邦楽用語辞典

主要研究業績

西武美術館56.6

音楽 と芸能

国立民族学博物館57.1

芸能史研究会56.6

勝 山市教育委員会56.11

新 湊市教育委員会56.11

芸能 部公開学 術講座56.12

民 俗芸能 鑑賞 講座 国立劇場57.1

九 州文 化協会57.2

国立劇場57.3

朝 日芸能 サ ロン57.3

NHKテ レビ56.10-x57.3

ダル マ ・サンガの会

ダル マ ・サ ンガの会

奈良国立博物館特別展公開講座

岡山市立市民文化 ホール

ニ月堂研究会

ダル マ ・サ ンガの会

上智 大学

狂言の動作単元(一)一 和泉流 小舞 につ いて一

"準 楽 曲"編(3)(4×5)
,理 論 用 語 編(1)

一45一

能楽 タイムズ

「芸能 の科学」14

r能楽全書』第6巻

芸能 部公開学術講座

能楽 タイ ムズ

56.4

56.5

56.5

56.5

56.?

56.?

56.7

56.8

57.3

56.8

56.12

56.12

季 刊邦 楽27号 ～30号56.6^-57.3
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調 査 研究

② 能から義太夫へ

③ 日本音楽関係項目

④ 「唄(う た)」字について

⑤.能 の音楽

⑥ 芝居歌の 「獅子もの」の 「石橋」をめぐって

横道寓里雄(音 楽舞踊研究室)

② 能への視座

⑤ 能の作品と演出

⑤ 能の音楽

⑤ 日本の古典芸能

⑥ 能 ・狂言と周辺の芸能

⑥ 「観世薄夫著作集」(編集)

⑥ 日本民族文化の源流(シ ンポジゥム)

⑥ 鷹姫

加納 マリ(音 楽舞踊研究室)

② 笙の合理性について

② 豊後浄瑠璃の三味線と嘘子

② 江戸時代の音楽家たち

③ 音楽家(日 本の)

羽田 組(民 俗芸能研究室長)

② 狂言の動作単元(一)一 和泉流小舞について一

③ 能面と能の演出

③ 盤渉早卸舞返し・序ノ舞

③ 石橋 ・延年の舞

⑥ 膳りの芸

⑥80年 の能界

⑥ 梅若年耀

⑥ 書評r観 世寿夫著作集』

中村 茂子(民 俗芸能研究室)
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「日本古典音楽大系」第5巻

「音楽大事典」第一巻,第 二巻56.10,

東洋音楽学会第32回大会

大阪能楽観賞会能楽教養講座

箏曲の伝統を守る会

56.6

s7.1

56.10

56.10

57.2

「能 楽 全 書 」 第5巻56.8

NHK文 化 セ ン ター56.4～6

モ ナ ッ シs大 学56.7～9

モ ナ ッ シ ュ大学56.7～9

NHK文 化 セ ン ター56.9^12

平 凡 社56.4

国 立 民 族 学 博物 館57.1

申楽 の 座57.2

雅楽界56号

「日本古典音楽大系」第7巻

「芸能の科学」14

音楽大事典(平 凡社)第 一巻

「芸能 の科学」14

「能 のお もてII」

「笛 の音楽」

「飛ぶ ・跳ね る」

芸能部公 開学術講座

「演劇年報」

「華 の能」

能 楽 タイムズ

56.7

57.3

57.3

56.10

57.3

57.3

56.10

57.3

56.12

56.5

56.11

56.11



●

主要研 究業績

② 神 田の田植 と奉 納芸 「芸能 の科学」1457.3

④ 田楽芸の様 式 芸能部連続研究 発表会56.7・

⑥ 頑 張れ/周 防 の猿 まわ し 大 衆芸能 資料 集成 月報1057.2

仲井 幸二郎(民 俗 芸能研究室)

② 三 絃小歌曲 と民 謡 「日本古典音楽大系」 第8巻56.12

③ 口訳民謡集 み んよ う文化56.4^57.3

秋田馬子 唄 ・ポ ンポ コニヤ ・外 山節 ・日光和楽踊 ・佐渡お けさ ・道南 口説 ・

江差 追分 ・越 中おわ ら節 ・磯節 ・か らめ節 ・新相馬節 ・八木節

③

③

⑤

o

●

o

o

⑤

⑥

⑤

⑤

⑥

⑥

越中民謡の流転

民謡口訳の意図するもの

民隠と生活1

民謡と生活2

民謡の周辺1

越中・津軽 ・江差

民謡の周辺2

日本民謡の知II(カ セット)

祝唄と作業唄と

民旙の変容と伝播

風の盆の唄と踊

「歳時記」歌謡選

泉35号57.21

魚津 国文1号 一57.3

日本民謡協会講習会56.e

日本民謡協会講習会:56.7

日本民謡協会講 習会56.7

全 国民謡民舞講 習会(富 山)56.7

日本民謡協会講習会56.8

日本民謡協会56.8

田無文化協会56.9

全国民謡民舞講習会(広 島)57.2

全 国民謡民舞講習会(藤 枝)57.2・

世界文化社56.7

コンピュー ターによ る 「目本民謡歌詞」 の整理 ・分析

慶応義塾大学言語文化研究所57.3

保存科学部

江本 義理(保 存科学部長)

② 彩色顔料の材質調査 国宝本願寺唐門修理工事報告書56.4

② 香深井A遺 跡出土鎌等に付着していた赤色および黄色顔料について

オホーツク文化の研究3香 深井遺跡 下 附篇 大場 ・大井編(東 京大

学出版会)56.11
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調査 研 究

② 脱塩 ・保存処理(分 担)開 陽丸 海底遺跡の発掘調査報告1

② 展示ケース,展 示 ・収蔵棟について

埼玉稲荷山古墳辛亥銘鉄剣修理報告書

② 応急処理した彩色遺物の保存に関する研究

古文化財に関する保存科学と人文 ・自然科学 昭和56年度年次報告書

⑤ 水中遺物の保存に関する研究

古文化財に関する保存科学と人文 ・自然科学 昭和56年度年次報告書

④ 古代ガラスの放射化分析(富 沢らと共同)第3回 古文化財講演会大会

⑤ 文化財の材質と劣化 第3回 文化財虫徽害保存研修会

門倉 武夫(主 任研究官)

④ 古墳壁画の公開時の石室内環境保全 第11回文化財保存修復研究協議会

石川 陸郎(主 任研究官)

② 浄土寺阿弥陀三尊像とその視覚的環境について

東京芸術大学美術学部紀要一17号一

⑤ アメリカ西部の博物館における展示環境について

古文化財科学研究会例会

鳥渕 久夫(化 学研究室長)

② 龍虎鏡および連弧文鏡の鉛同位体比 宮崎県総合博物館研究紀要第6輯

① 考古学のための化学10章(富 永と共編著)東 京大学出版会

② 鉛同位体比測定における固体用質量分析計の質量差別補正項

分析化学vol.30,No.9

② 鉛同位体比法による漢式鏡の研究(平 尾と共著)MUSEUM370・

② 福岡市立歴史資料館が保管する鏡の鉛同位体比

福岡市立歴史資料館研究報告第6集

② 福岡市藤崎遺跡出土三角縁二神二車馬鏡の鉛同位体比

.福 岡市埋蔵文化財調査報告書第80号

② 埼玉県稲荷山古墳辛亥銘鉄剣・銘文金線の材質調査(沢 田,秋 山と共著)

上記鉄剣修理報告書(埼 玉県教育委員会)

② 青銅製遺物の材質と技法の研究(樋 口らと共著)

一48一

57.3

57.3

57.3

57.3

56.5

56.9

57.2

56.3

56.5

56.5

56.8

56.9

57.1

57.3

57.3

57.3

●
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主要研究業績

文部 省科学研究費特定研究 「古文化財」昭和56年 度年次報告書57.3

⑥ 研 究所紹介一東京 国立文化財研 究所 考古学 と自然科学14号57,3

見城 敏子(物 理研究室長)

② 漆類似天然物 の赤外吸収 スベ ク トル 保存科学21号57,3

Q2ARAPID-RESPONSEHUMIDITYBUFFERCOMPOSEDOF

NIKKAPELLETSAND7APERNESETISSUE

StudiesinConservationNo.11982.2

③ 中国漆の意外な使われ方

④ 中国漆の見聞記

③ 文化財の展示環境

三浦 定俊(物 理研究室)

② 木材年輪年代学序説(伊 藤と共同)

② 環境システムとしての展示ケース

0

0

④

ポ ピュラーサ イエンス57.3

古文化財科学研究会例会57.3

第11回 文化財保存修復研究協議会57.2

マイ コンのためのTSS端 末 用 プログ ラム

ICOM保 存委員会第6回 大会(オ タワ)に 参加 して

StudiesontheBehaviorofRHwithinanExhibitionCase(II)

ICOM保 存委員会第6回 大会(オ タ ワ)56.9

④SurveyofaSculptureofBuddhaUsingXCT同 上

④ システム論的 にみた美術品展示 ケースの設計(II)

第20回SICE学 術講演会56.7

④ 科学的 調査 法による日本古代中世絵画 の実証的研究(秋 山 ・柳沢 らと共 同)

特定研究 「古文化 財」昭和56年 度年次報告書57.3

④ 紙の劣化機構 の解析 と復元 化に関す る研究(門 屋 ・臼田 らと共同)同 上

④ 環境 システ ムとして見 た展示 ケースの設 計 第3回 古文化財講演会大会56.5

⑤ 密閉 された展示 ケース内の湿度 調整 第11回 文化財保存修復研究協議会57.2

新井 英夫(生 物研究室長)

② 木彫 仏像 な ど文 化財 の燃蒸時 間短縮 法について(森 と共同)

保存科学21号57.3

② 木造建造 物に発生 した変形菌 について 保存科学21号57.3
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M肌場

上

上

上

勃

同

同

同

科存保



調査 研 究

③ 博物館等の燥蒸設備について(そ の2)(森 と共同)文 化財の虫菌害2号56.6

③ 文化財の爆蒸処理標準仕様書とその補遺(改 訂版)(森 と共同)

(㈲)文化財虫害研究所56,10

④ 文化財の煽蒸と煽蒸後の保存措置(森 ・見城と共同)

第3回 古文化財講演会大会56.5

④ 古糊中の有機酸について ・ 同 上565

④ 文化財の保存とイソタ富フォレシス(阿 部,北 村と共同)

第1回 イソタコ研究会56.11

⑤ 書籍 ・古文書等の微生物被害とその対策,第3回 書籍 ・古文書等のむし・かび

害保存対策研修会講演 ㈲文化財虫害研究所56.6

⑥ 文化財の微生物被害とその対策,第3回 文化財虫徽害保存研修会講演

(㈲)文化財虫害研究所56.9

⑥ 文化財の畑蒸による殺菌,第1回 文化財の爆蒸実務講習会講演

(㈲)文化財虫害研究所56,10

⑥ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講習会講演

(㈲)文化財虫害研究所57.2

⑥ 文化財の生物による被害について

⑥ 水中文化財の海中対策(予 報)(森 と共同)

森 八郎(生 物研究室)

② 殺虫塗料の効力試験

② 木彫仏像など文化財の燥蒸時間短縮法について

③.ヒ ラタキクイムシ

③ 文化財害虫とその防除(1)

③

4

0

0

理窓261号56.7

古文 化財 の科 学26号56.12

博物館等 の煽蒸設備について(そ の2)(新 井 と共同)

文化財害虫 とその防除(皿)

文化財 の燃蒸処理標準仕様書 とその補遺(改 訂版)(新 井 と共同)

(側))文化財虫 害研究所56.10

ア メ リカの侵入者,ア メリカカ ンザ イシ ロア リIncisitermesmanor(HAGEN)

家 屋害虫11・1257.3
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家 屋害 虫9・10

保存科学21

生 活 と環境26(4》

文化財 の虫菌害2

同 上2

同 上3

56.10

57.3

56.4

56.6

56.6

57.1

●

」



●

●

主要研究業績

④ 文化財 の爆蒸 と煉蒸後 の保存措置(新 井 ・見城 と共同)

第3回 古文化財科学研究会講演会大会56.5

⑤ シ 戸ア リの生態 と駆除講演 茅崎が市 役所56.5

⑤ 書籍古文書等を加害す る昆虫 とその防除対策,第3回 書籍 ・古文書等のむ し ・

かび害保存対策研修会講演 ㈲文 化財虫害研究所56.6

⑥ シ ロァ リ,ウ ル トラァィ(TV)NH.K.56.61

⑥ 屋内有害生物 の種類 とそ の防除,浅 間綜合病院創立20年 記 念講演

浅間綜合病 院56,6

⑤ 文化財 の虫害 と防除,第3回 文化財虫微害保存研修会 講演

㈲文化財虫害研究所56,9

⑤ 文化財 の爆蒸,第1回 文化財 の燥蒸実務講習会講演 同 上56.10

⑤ 文化財 の虫害 とその防除,第3回 文化財虫菌害防除作業主 任者の研修 と能力認

定 の講習会講演 同 上57.2

⑤ 家屋内一般害虫 とそ の防除,第17回 ねずみ衛生害虫駆 除技 術研修会講演

㈲ 日本環境衛生セ ンター57,3

⑥ 水 中文化財 の海 中対策(予 報)(新 井 と共 同)古 文化財 の科学26号56.12

鈴 木 友也(修 復技術部長)

② 輸王寺 の工芸 宗教工芸5月 号56.5

② 中尊寺 の工芸 宗教工芸9月 号56.9

② 戦 うもののふたち 日本歴史展望第4巻56.6

③ 新 指定重要文化財4工 芸品1毎 日新 聞社56.7

③ 新 指定重要文化財5工 芸 品II毎 日新聞社57.3

③ ふ るさとの文化遣産(兵 庫県 の文化財 図鑑)工 芸篇

社 団法人 日本青年会近畿地兵庫 ブ ロック協議会57.3

③ 島原,南 高の文 化財 長崎県文化財調査報告書第59集57.3

●Chanoyu-gama:lronKettlesforchanoyu

CHANOYUQuarterlyTEAandTHEARTSOFJAPAN2756.

⑤ 文化財の調書作成各論 工芸 品1指 定文化財展示取扱講習会56.7

中里 痔克(第 一 修復技術研究 室長)
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調 査 研 究

② 平 安時代漆芸技 法資料X

② 城 山遺跡出土漆器の技法 と保 存(樋 口と共)

西浦 忠輝(第 一修復技術研究 室)

Q2ConservationofOldRooftilesforReuse.

保存科 学21号57.3

城 山遺跡調査 報告書56.3

③ 石の保存に関す る国際 シムポ ジウムに参加 して

④ 木材 の寸法安定化処理 と接着 性(共 同)

●ConservetionofOldRooftilesforReuse.

theConservationofStone(Bologna,Italy)

鶴田 武良(第 二修復技術研究 室長)

② 方済筆富岳図 と漂客奇賞 図 ・補遺 国華1042号

② 陳逸舟 と陳子逸一来舶画人研 究 四一 国華1044号

② 王寅につい て一来舶画人研究 一 美 術研究319号

② 牛石慧筆臥 々鳥図 美術研究319号

④ 在米中国絵画資料について 美術部情報資料部研究会

④ アメ リカの美術館 の修復部門一報告一 修復技術部研究会

⑥ 報告 ・在米中国絵画資料調査 文化庁月報No.159

樋 ロ 清治(第 三修復技術研究室長)

② 古文化財 の修復 と高分子(堀 岡,青 木共)

②

③

④

城山遺跡出土漆器の技法と保存(中 里共)

TheConservationofStoneII

56.10

保 存 科 学21号57.3

第31回 日 本 木 材 学 会 大 会56.4

1nternationalSymposiumon

56.10

日本接着協会誌17巻11号

城山遺跡調査報告書

文化財虫害研究所

56.5

56.8

57.3

57.3

56.12

56.11

56.12

合成樹脂に よる文化財の保存 と修復(テ キス ト)

可塑性人工木材の接着性 能(堀 岡他共)

第19回 接着研 究発表会 日本接着協会56.6

④ レゾル シノール樹脂接着剤な どに よる文化財の修復(堀 岡他共)

第32回 日本木材学会大会57.3

⑤ 文化財修理 におけ る合成樹脂 の利用 と問題点 東文研綜合研究会57.1

⑤ 遺物 の保存 と修復 神奈 川県教育庁文化課講習会56.9

⑤ 人工木材 の強度 文 化財建造物 修理技術者講習会56.9
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56.11

56.3
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⑤ 合成樹脂による文化財の保存と修復

⑤ 石造品の保存処置

青木 繁夫(第 三修復技術研究室)

② 古文化財の修復と高分子(堀 岡,樋 口共)

② 重要文化財五輪塔保存修理研究報告

主要研究業績

文化財虫害研究所研修会56.9

埋蔵文化財発掘技術者講習会56.12

日本接 着協会誌17巻11号56.11

重要文化財五輪塔保存修理工事報告書56.12

② 応急処理した彩色遺物の保存に関する研究 一彩色壁面の保存処理一

特定研究 「古文化財」年次報告57,3

⑤ 日本における出土金属製品の保存処理 韓国文化財研究所56,6

⑤ 象嵌遺物の保存修復処置について

昭和56年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修会56,10

久野 健(情 報資料部長)

① 仏像鑑賞の基本

① 敦焼石窟の旅

① 渡来仏の旅

② 大陸への門,九 州の古代平安彫刻 「日本古寺美術全集」

② 神護寺と洛西の平安仏 同

② 中山法華経寺に伝わる文化財

④ 東アジアの仏像と偏杉

第5回 文化財保存修復国際研究集会

④ 日本の石仏

⑤ 信濃の仏像 大和の仏像

⑤ 飛鳥・白鳳仏の源流

江上 緩(主 任研究官)

⑤ 西本願寺本三十六人集における宋美術からの触発

第5回 文化財保存修復国際集会

里文

六興出版

日本経済新聞社

集英社

中山法華経寺誌

「東アジアにおける美術交流」

東京国立文化財研究所総合研究会

軽井沢夏期講習会

美術部 ・情報資料部公開学術講座

56.4

56.7

56.7

56.5

56.?

56.ro

56.10

57.3

56.8

57.3

「東 ア ジ ア にお け る美 術 交 流 」56.10

●TheStructureoftheOrnamentationintheNishihonganjiVersionofthe

Sanjurokuninshuナ シ ョナル ・ギ ャ ラ リー ・オ ブ ・ア ー ト,コ ロキ ア ム57.1
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関口 正之(写 真資料研究室長)

① 東寺と高野山(r名 宝日本の美術』8)

② 尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について

鈴木 廣之(写 真資料研究室)

② 元信様花鳥図の残存と継承

②

④

調 査 研 究

⑥BiographicalDictionaryofJapaneseArt(平 安鎌 倉や まと絵 画家の項)

国際教育情報教育 センター

上野 アキ(文 献資料研 究室長)'

② 天 山南路 の仏教文化r新 潮古代美術館』9.「 静かな るイン ド」 新 潮社

③ 女子箴 図巻 ・高句麗壁画狩猟図 ・アスターナ宴楽図 「世界の美術」10

ぎ ょうせい

③ 束 アジアにおけ る美術交流一第五 回保存修復国際研究集会一(報 告)

文化庁月報161

④ 七 ・八世紀 を中心 とす る婦人像 の展開

第5回 文化財保存修復国際研究集会 「東 アジアにおけ る美術交 流」

⑥ アスターナの美術 長野市民教養講座 「正倉院 の源流」

⑥ アスターナの出土遺 品につ いて 東洋文庫秋期東洋学講座

⑥ 「大英 博物館」監修 日本 テ レビ

⑥ 情報昨 日今 日 同朋32-8

⑥.西 域美 術一大英博物館 ス タインコ レクシ ョンー第1巻 翻訳 講談社

⑥ 東洋文庫 月報

56.12

56.9

56.9

57.2

56.10

56.9

56.10

56.5

56.8

57.3

57.3

小 学 館56.11

美 術 研 究317,31956.7,57.3

伝又兵衛筆豊国祭礼図一 風俗画における主題と変奏

岩佐又兵衛筆豊国祭礼図・風俗画における主題と変奏

美術部情報資料部研究会56.7

8そ の他の研究活動

ほかの機関における講義など

(氏 名)

伊 藤 延 男

P(機
関`名)噛

明治大学大学院非常勤講師

一54-・

「花鳥画 の世界」3学 研57.1

上 美術研究31957.3

(担当科目)

文化財保存持論

●

●
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東北大学文学部非常勤講師

京都大学文学部非常勤講師

大阪大学大学院非常勤講師

青山学院大学非常勤講師

慶応義塾大学非常勤講師

東京大学東洋文化研究所非常勤講師

帝京大学非常勤講師

お茶の水女子大学大学院非常勤講師

大妻女子大学非常勤講師

東京芸術大学非常勤講師

お茶の水女子大学非常勤講師

フェリス女学院大学非常勤講師

青山学院大学非常勤講師

武蔵野女子大学非常勤講師

実践女子大学非常勤講師

東京芸術大学美術学部非常勤講師

東京大学工学部非常勤講師

東京芸術大学非常勤講師

武蔵野美術大学非常勤講師

成贋大学非常勤講師

学習院大学非常勤講師

埼玉大学教養学部非常勤講師
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主要研究業績

東洋 ・日本美術史

美学美術史学

日本美術史

美 術

美術史特殊

中国絵画

日本美術史

服飾史特論II

服飾史特論

日本美術史

舞踊美学特論

芸能文化史

保存科学特論

放射化学

保存修復

美 術

日本美術史

日本美術史概説
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Ⅳ 事 業
◎

1出 版 6

(1)美 術 研 究

当所美術部 ・情報資料部の調査研究の成果を公表するための機関誌であって,主 と

して所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献の校刊等を

掲載し,所外研究者の寄稿を受けることもある。A4版,各 号本文40頁(欧 文抄録2

頁を含む),原 色図版1,単 色図版8で,昭 和56年度刊行分は,次 のとおりである。

美術研究317号

く論 説〉

散文(物 語 ・草子類)中 における和歌の書式について 田村 悦子

尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について()関 口 正之

美術研究318号

く論 説〉

浬繋彫像 猪川 和子

親鶯の,特 に坂東本r教 行信謹』の筆蹟について 上 田村 悦子

葵術研究319号

く論 説〉

王寅について 一 来舶画人研究一 鶴田 武良

伝又兵衛筆豊国祭礼図 一 風俗画における主題と変奏 上 鈴木 廣之

尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について ⇔ 関口 正之

く研究資料〉

牛石慧箪夙々鳥図 鶴田 武良

9

(2)日 本美術年鑑

毎年1月 か ら12月 までの美術界の活動状勢を記録す るもので,美 術界年史,展 覧会

一56一
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一

,

出 版

記録,文 献 目録,物 故者略歴等 を収録 し,編 集は専 ら第二研 究室があた り,美 術部,

情報資料部研究 員の調査執筆 による。

日本美術年鑑 昭和55年 版 昭57.3.31発 行

6

(3)芸 能 の科学

芸能の科学14(芸 能論考孤)

芸能部所属研究員による,伝統芸能の調査研究に関する成果公表のための機関誌で

ある。本年度は,芸 能論考集として下記の諸論文を収録し,刊行した。

来迎会と地獄芝居 一 房総の念仏芸(⇒ 一一 三隅 治雄

神田の田植と奉納芸 中村 茂子

江戸時代の音楽家たち その経済的 ・社会的背景 加納 マリ

狂言の動作単元 ←)一 和泉流小舞一 羽田 拠松本 雍

(4)保 存 科 学

●

保存科学 部 ・修復技 術部が,昭 和39年3月 創刊以来年1回 刊行 している機関紙 で,

現在20号 まで出版 され ている。本誌 は,両 部 に所属す る研究員 による文化財 の保存 と

修復 に関す る科学 的調査,研 究,受 託研究報告等 の論文,報 告等を掲載 している。本

年度 は,第21号 を発行 した。

保存 科学 繁21号(昭 和57年3月 発行)

木材 年輪 年代学序説 伊藤 延男 ・三浦定俊……1

平 安時代 漆芸技 法資料X一 厳 島神社古神宝類 中里 寿克……9

木彫 仏像 な ど文 化財 の燥蒸時 間短縮法につい て… ……森 八郎 ・新井英夫……33

木造建造物 に発生 した変形菌Y'つ いて一 明治村 ・北里研究所本館

漆類似天然物の赤外吸収スペクトル

環境 システム としての展示 ケース

マイ コンの た め のTSS端 末用 プ ログラム

ICOM保 存委 員会 第6回 大会(オ タワ)に 参 加 して

s7

新井 英夫……41

見城 敏子……47

三浦 定俊……55

三浦 定俊……61

三浦 定俊……69



事 業

石造文化財の保存に関す る国際シ ンポジ ウムに参加 して………西浦 忠輝……75

昭和56年 度修復処置概報 修 復技術部 ……83

2黒 田 清 輝 巡 回 展

黒田清輝の遺作の多 くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝 の功績を記念 し併せて

地方文化の振興に資す るために,昭 和52年 度か らの事業 と して黒 田清輝巡回展を年1

回地方において開催 して きた。

本年度は弘前市において開催 した 。

会 期 昭和56年5月16日 ～昭和56年6月7日,

会 場 弘前市立博物館

主 催 東京国立文化財 研究所 ・弘 前市 ・弘 前市教育委 員会 ・弘前市立博物館

開催 日数20日 間

入場 者数23,067人

陳 列点数 油彩60点,デ ッサ ン50点,写 生帖17点,書 簡3通,日 記5冊

参考資料若 干

図 録A4判 変型112頁,原 色版6頁,単 色版80頁

e

の

3公 開学術講座

美 術 部 ・情 報 資 料 部(第15回)

日 時 昭和57年3月6日(土)13:30～16:50

会 場 日本経 済新 聞社小 ホール(99階)

講 演(1}飛 鳥 ・白鳳仏 の源流 情報資料部長 久野 健

② 中国の山水画 美術部長 川上 淫

,

■

甚 能 部

日 時 昭和56年12月10日(木)18:00^20:35

会 場 朝 日ホール

テ ー マ 語 りの技法
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一
,

講 演

実演と話

学術講座 ・会議

(1)神 語りの世界 芸能部長 三隅 治雄

② 能の語りの成立 演劇研究室 松本 雍

語りの芸一 その伝統と創造一 民俗芸能研究室長 羽田 麗

野村万之丞 ・観世 栄夫
6

●

■

4会 議

文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に関 す る国 際 研 究 集 会

昭 和52年 に始 まる本 集 会 は 今 年 度 第5回 を 迎 えた 。 今 回 は 「東 ア ジ アに お け る美 術

交 流 」 を主 題 と して,美 術 部 ・情 報 資 料 部 担 当 の も とに 開 催 され た 。 こ の主 題 を 選 ん

だ のは これ が 現 在 内外 の学 界 の関 心 事 であ る と と もに,日 本 の 文 化 財 の価 値 の 世 界的

位 置 づ け の解 明に 大 い に 役 立 つ もの と認 め られ た こ とに よ る。

研 究 発 表 者 は 組 織 委 員 会 の 人選 を経 て 決定 さ れ,海 外9名,国 内11名 で あ った 。発

表 は 時 代 順 に 古 代 か ら近 世 まで6つ の セ クシ ョンにわ け,最 終 日の 午 後 を総 合 討 議に

あ て た 。 日程 は 次 の通 りで あ る。

名 称 文 化 財 の保 存 及 び修 復 に関 す る 国際 研 究 集会 一 束 ア ジ ア に お け る美 術交

流

(The5thInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty‐lnterregionalInfluencesinEast

AsianArtHistory‐)

日 時 昭 和56年10月6日 ～9日(4日 間)

会 場 国 立 社 会 教 育 研 修所

く題 名 及 び 発 表 者>

10月6日(火)

第1部 会 司会:秋 山 光 和,秦 弘 隻

1・TheMeditativeBodhisattvaImageinChina,KoreaandJapan.

(中 国 ・韓 国 ・日本 に お け る半'a思 惟 像)パ リ第 皿大 学F.ベ ル チ エ

2.EastAsianBuddhistSculptureandtheHenzan.(東 ア ジ ァ の仏 像 と偏 杉)

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 久 野 健

3.TheDevelopmentandEastwardDiffusionoftheSuiStyleofBuddhist

一59一



事 業

Sculpture.(晴 造 像 様 式 の成 立 とそ の東 漸)実 践 女 子 大 学 松 原 三 郎

10月1日(水)

第 皿部 会 司会:松 原 三 郎,R.ス タ ン リー ・ベ ー カ ー

1.ASurveyofVotiveandRitualTextilesfromtheHantoTangDynasty.

(漢 よ り唐 に 至 る信 仰 儀 礼 用 染 織 品 の考 察)ギ メー美 術館K.リ ブ ー

2.SpreadofPaintedFemaleFiguresaroundtheSeventhandEighth

Centuries.(7・8世 紀 を中 心 とす る婦 人 像 の 展 開)

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 上 野 ア キ

3,TheStoneCaveTemplesinSillaEra.(新 羅 時 代 の石 窟 寺 院 につ い て)

梨 花 女 子 大 学 校 秦 弘 愛

第 皿部 会 司 会:J,ロ ー ゼ ン フ ィー ル ド,安 輝 溶

1.TheLi-tai-ming-hua-chiandthPaintingsintheShoso-inRepository.

(歴 代 名 画 記 と正 倉 院 絵 画)東 京 国立 文化 財研 究 所 川 上 浬

2.LandscapeRepresentationsoftheNaraPeriodandTheirRelationship

withTangPainting‐withSpecialAttentiontotheHokkedo-Kompon-

Mandara.(奈 良 時 代 の 山 水 表 現 と唐 朝 絵 画 一 法 華 堂 根本 曼 陀 羅 を 中 心 に 一)

学 習 院 大 学 秋 山 光 和

3.P'engLaiandJ6do-SomeParadiseCompoundsinChinaandJapan.(中

国 ・日本 の 「蓬 莱」 と 「浄 土 」)ハ イ デ ル ベ ル グ大 学L.レ ダ ロー ゼ

4.AStudyofPaintingStyleoftheRyokaiMandalaattheSai-in,To-ji‐

withSpecialEmphasisonTheirRelationshiptoLateTangPainting.(,};

芋西 院 両 界 曼 茶 羅 の 様 式 的 検 討 一 特 に 晩唐 絵 画 との 関連 一)

東 京 国 立 文化 財研 究 所 柳 沢 孝

10月8日(木)

第 Ⅳ 部会 司会:西 川 杏 太 郎,K.リ ブ ー

1.TheImpactofSungArtSeenintheNishi-HonganjiManuscriptof

AnthologyofThirty-SixPoets.(西 本 願 寺 本 三 十 六 人 集 に お け る宋 美 術 か ら

の触 発)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 江 上 緩

2.ShunjoboCh6gen-Sino-JapaneseHybridStylesofSculpture・(俊 乗 坊 重

.!
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学 術 講 座 ・会 議'

源一 彫 刻 に お け る 日中 混 合 様 式 一)ハ ー バ ー ド大 学 」.ロ ーゼ ン フ ィール ド

3.LotusSutraFrontispieceIllustrationsintheFaxEast--Focusingon

WoodblockEditionsoftheSungPeriod.(極 東 の 法 華 経 見 返 絵 一 特 に 宋版 法

華 経 を 中心 に して一)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 宮 次 男

第V部 会 司 会:島 田修 二 郎,L.レ ダ ロ ーゼ

1.Chinso--ZenPortraitPaintinginChineaadJapan.(頂 相 一 中 国 及 び 日 本

の禅 宗 肖像 画 一)リ ー トベ ル グ美 術 館H.ブ リン カー

2.IconographicProblemsontheGroupofFigureCompositionsTitledLii

Tung-pin.(呂 洞 賓 とい わ れ る画 像 につ い て一 図様 の変 貌 一)

東京 芸 術 大 学 海 老 根 聡 郎

3.NewInitiativesinLate15thCenturyJapanescInkPainting.(ユ5世 紀後 半

日本 水 墨 画 に お け る新 動 向)国 立 台 湾 大学R.ス タ ン リー ・ベ ー カー

4.ChineseInfluenceonKoreanLandscapePaintingoftheYiDynasty

(1392-1910).(李 朝 山 水 画 に お け る中 国影 響)弘 益 大 学 校 安 輝 溶

aO月9口(金)

第VI部 会 司 会:北 村 哲 郎,H.プ リン カー

1.ChineseTextilesBroughttoPost-MedievaljapanandTheirInfluence.

(中 世 以 降 近 世 初 期 の 中 国 渡 来 染織 品 とそ の影 響)

東京 国立 文 化 財 研 究 所 神 谷 栄 子

2.APaintingMethodDevisedbyItδ 」Ωkuch{L(伊 藤 若 沖 独 創 の一 描 法 につ

い て)東 京 国 立 博 物 館 小 林 忠

3.YosaBusonandChinesePainting.(与 謝 蕪村 と中 国絵 画)

カ リフ ォル ニ ア大 学J.ケ ー ヒル

総 合 討 議 司 会 米 沢 嘉 圃,J.ケ ー ヒル,川 上 淫 、 久 野 健

く 参 加 者 〉

文 化 庁所 属 各 機 関,諸 博物 館 ・美 術 館,諸 大 学 の専 門 研 究 者 合 計120名,う ち 海外

か らの 参 加 者 は 発 表 者 を除 き30名 で あ っ た。
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事 業

保存科学部 ・修復技術部

第11回文化財保存修復研究協議会

日 時 昭和57年2月10日

会 場 本研究所別館会議室

テ ー マ 「文化財の展示環境」

博物館,美 術館等の展示環境における調査,環 境保全の現状と,問題点及び技術に

関して研究報告のほか,設 計者,キ ューレターの立場からの展示空間,展 示効果に関

する報告があり,活発な討議が行われた。

例年通り,北村文化財鑑査官以下,記 念物課,美 術工芸課,建 造物課,無 形文化民

俗文化課の担当調査官,東 京国立博物館,国 立西洋美術館,東 京芸術大学,更 に関係

機関として奈良国立文化財研究所,元 興寺文化財研究所,美 術院国宝修理所,文 化財

建造物保存技術協会から出席を得た。

(発表課題,発 表者)・

-
占

ウ
臼

Q
U

4

20

β
0

展示 ・収納環境のモニターとその応用 保存科学部物理研究室長

密閉された展示ケース内の湿度調整 保存科学部物理研究室

古墳壁画の公開時の石室内環境保全 保存科学部主任研究官

古美術品の展示と保存対策について

東京国立博物館 法隆寺宝物室長

西洋美術作品の展示と保存 国立西洋美術館主任研究官

特別講演 「設計上から見た展示空間」 前川国男建築設計事務所

見城 敏子

三浦 定俊

門倉 武夫

奥村 秀雄

長谷川三郎

南條 一秀

第m回 文化財保存科学懇談会

日 時 昭和57年2月24日(火)

場 所 東京国立文化財研究所別館会議室

文化財の保存と修復に関し,保存科学部,修 復技術部の調査研究が円滑に推進さ

れ,文 化財保護事業に効果をもたらすことを目的として,文 化庁文化財保護部文化財

鑑査官,管 理課,記 念物課,建 造物課,美 術工芸課の課長及び担当技官の出席を得

て,本 年度の両部の特別研究,受 託研究,一 般研究の報告を行い,昭 和56年度の両部

の調査計画を説明した。
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国際 ・国内交流

r
5国 際 ・国内交流

伊藤延 男所長 は,昭 和56年5月23日 より6月1日 まで イタ リア国 にお いて開 催され

た第6回 イ コモス総会 に出席 し,フ ィレンツ ェで行われた 「材料」文科会 の議長をつ

とめた。 また 同年8月13日 よ り21日 までの間 イン ドネシア国に 出張 し,バ リ島及び中

部 ジ ャワ島におけ る ヒン ドゥー,仏 教遺跡 の調査を行 った。

奨 術 部

増 田勝彦第一研究室研究員は,ユ ネ スコ ・ア ソシエイ トエキ スパ ー トと して,イ タ

リア国 ローマに あるICCROM(文 化財保存修復 のための 国際 センター)に 出張 し,

紙本絵画文書修復の技術研修 コースを受持 った。(56.8.13^58.8.15)

保 存 科 学 部

江本義理部長は,コ ・ネスコ コンサル タン トとして,昭 和56年11月17日 よ り12月15

日まで,イ ン ド国立文化財保存研究所 の施設 ・設 備の拡充,研 究開発計画に助言を行

うため,イ ン ド・ラクノウに出張 した。

見 城敏子物理研究室長は,文 部省短期在外研究員 として,昭 和56年10月1日 か ら11

月30日 まで,中 国,武 漢大学化学部等において生漆班 ・漆化 学者,技 術者 との交流お

よび出土 遺物の漆膜の状態,環 境調査のため,中 国に出張 した。

三 浦定 俊研 究員(特 理研究室)は,昭 和56年9月19日 よ り11月3日 まで,第6回

ICOM保 存委員会大会(オ タワ)と 石 の保存に 関す る国際 シ ンポジ ウム(ボ ロー ニ

ャ)に 出席お よび文 化財の湿度 ・水 分環 境に関す る研究 のた め,カ ナダ,ア メ リカ,・

フランス,イ タ リヤに出張 した。

修 復 技 術 部

昭和55年 度 文部省在外 研究 員(長 期)と してアメ リカ合衆 国に出張 中の鶴 田武 良第

二研 究室長は,引 続 き同国に滞在 しハーヴ ァー ド大学燕京 図書館に於 て近代及 び現代

中国絵画並び に画家資料 に関す る調査を行 い,合 わせ てフォ ッグ美術館,フ リーヤ美

術館,メ トロポ リタン美 術館,議 会 図書館等において修復保存施設を調査 した。(55.、

12.1-一'56.9.30)
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事 業

第一修復技術研究室西浦忠輝研究員は,昭 和56年10月16日 か ら11月3日 迄,イ タ リ

ア国,フ ラ ンス国に出張 し,ボ ローニャで開かれた石の保存 に関す る国際 シムポ ジウ

ムに 出席 し,研 究発表 を行 った他,ル ーブル美術館,歴 史記念物研究所等を訪れ,石

造文化財 の保存修復 に関す る調査 を行 った。

第三修復技 術研究室 青木繁夫研 究員 は,昭 和56年5月6日 か ら7月5日 まで,大 韓

民 国政府 の招 請によ り出張 し,文 化財研究所 にお いて出土金 属製 品保存処理 に関す る

技術交流 を行 った。

響

情 報 資料 部

久 野健情 報資料部長は中華人民 共和 国に出張 し,上 海,西 安,洛 陽,北 京等 の博物

館 及び,龍 門 ・聲県両石窟を見学 した(56.5.25～6.4)

江上綬 主任研 究官はナシ ョナル ・キ ャラ リー ・ナブ ・アー トの視覚芸術専門研究 セ

ンターの招聰研究員 として,フ リア美 術館所蔵 品を中心 とす る日本古代 ・中世絵画 の

研究 のため渡米 した(56.11.19～57.3.23)。

海 外 研 究 者 の 来 訪

国 名 所 属1氏 名

ド イ ツ Dr.D.フ イ ン ク

中 華 民 国 台南市政府民政局次長 劉 阿 蘇

中 国 中山王国文物展工作組長 劉 来 成
〃 〃 組 員 雷 従 雲
〃 〃 組 通訳 林 台
〃 中国科学院自然科学史研究所研究副教授 活 吉 星

イ ン ド ネ シ ア ボロブ ドゥール復興事 務所 Dr.A.M.サ メ ン グ

〃 〃 Dr.M.イ ブ ラ ヒ ム

ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク大 学 ,保 存 セ ン タ ー M.メ イガ ン女史

イ タ リ ア ベニス東洋美術館長 M.ラ ジmリ 女 史

中 国 南京博物院陳列設計員 魏 釆 華
〃 〃 副院長 赴 青 芳
〃 〃 文物修復技術員 主 金 潮

牌 国 韓国 ユネスコ国内委員会 李 貞 賢
〃 〃 崔 慶 姫

ゆ
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イ ン ド ネ シァ

ス ウ ェ ー デ ン

ベ ル ギ ー

イ ン ド ネ シァ

中 華 民 国

〃

〃

北欧博物館館長

王立歴史美術館東洋部長

教育文化省歴史考古学遺産課長

中興工程顧問社
〃

〃

国際 ・国内交流
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招へい研究員

昭和53年度より招へい研究員の制度が設けられ,国 外2名,国 内2名 の研究員に研

究が委嘱され,下 記のように共同研究が行われた。

1)ク リシュナ・リブー夫人(ギ メー美術館)

共 同研 究課題 東洋古代染織品の研究

研 究 代 表 者 情報資料部文献資料研究室長 上野アキ

委 嘱 期 間56年10月3日X11月12日

2)福 田 正巳(北 海道大学低温研究所助手)

共 同研 究課題 シングアランド法超音波速度測定による凍結融解実験における

岩石劣化の判定法の開発

研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理

委 嘱 期 間57年1月5日 卍2月8日

3)鄭 永 鏑博士(檀 国大学校教授)

共 同研 究課題 日本初期仏教美術研究

研 究 代 表 者 情報資料部長 久野 健

委 嘱 期 間56年1月10日 ～2月28日

4)田 村 寛康(和 歌山県立博物館学芸員)

共 同研究課題 近畿地方を中心とする藤原彫刻の研究

研 究 代 表 者 情報資料部長 久野 健

委 嘱 期 間57年2月5日 ～3月9日
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事 業

職 員 の 海 外 出 張 及 び 研 修 旅 行

①渡航先 ② 目的 ③期間 ④旅費の出途

青木 繁夫

① 韓 国

② 韓国文化財 研究所 での金属遺 物保存 処理 及び 修復 に関す る実 習 と技 術交 換

・ ③56.5.7～56.7、5

④ 斡国政府

伊藤 延 男

① イ タ リア

② 第6回 イ コモス総会 出席

0356.5.23^-56.6.1

④ 国際交 流基 金

久野 健

① 中 国

② 中国古代美 術調査

0356.5.25-x56.6.4

④ 自 費

増 田 勝彦

① イ タ リア

②ICCROM(ロ ーマ)に おけ る紙 本文化財 の修理法指導及び西洋美術 品修理 の

研修

●56.8.1-x57.7.31

④ ユネス コ

伊藤 延 男

① イ ン ドネシア国

② イ ン ドネシア遺跡調査

●56.8.13^56.8.21

④ 自 費
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国際 ・国内交流

三 浦 定 俊

① カナ ダ,ア メ リカ蜜 フランス,イ タ リア

② 第6回 国際博物館会議保存委員会大会お よび石の保存 に関す る国際 シンポジ

ウムへ の出席お よび文化財 の湿度,水 分環境に関す る研 究

●56.9.19^-56.11.5

④ 自 費

西浦 忠輝

① イ タ リア国

② 石の保存に関す る国際 シンポ ジウム出席及 び石造文化 財の保存,修 復 に関す

る調査

●56.10.15--56.11.5

④ 自 費

江本 義理

① イ ン ド

② イ ン ド国立文化財保存研究所 の研究計画の策定 に対 して協 力及 び助言

③56.11.17創56.12.15

④sネ スコ

江上 綬

① アメ リカ合衆国

② ナ シ ョナ ル ・ギ ャラ リー ・オブ ・アー ト内視覚芸術専門研究セ ンターの招聰

研究員 と して,ブ リア美術館所蔵品を中心 とす る日本古代 ・中世絵 画の研究

●56.11.19^-57.3.23

④ 視覚芸術専門研究 センター
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1

V研 究施設 ・設備 ,

1蔵 書

美 術部 ・情 報資 料部

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術 の全般にわ た る研 究 書 を 中 心

に,関 連 図書,各 種 叢書,辞 典類 な ど和漢書(35,878),洋 書(3,902)計39,780冊 の

ほか,各 都道府県市町村教育委員会編 集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要

類,売 立 目録,展 覧会 目録な どを所蔵 し,部 内外及び研究所外の研究者の利用に供 し

ている。

芸 能 部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統 芸能

の研究に必要 な図書6,556冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝

説等 の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も収集 してい る。

保存科学部 ・修復技術部

古来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試

みたもの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物理学・生物学部門の保存科学に関連ある和

洋書を合わせて2,335冊を所蔵している。

当所における蔵書数は次のとおりである。

区 分

美 術 部
情報 資料 部 芸 能 部 保存科学部

修復技術部

和囎[洋 書 和囎1洋 書 和漢剖 洋 書
十
号
哺口

昭和54年 度18・9冊144冊15・5冊16冊153冊136冊}1,453冊

昭 和55鞭13483〃}53〃1844〃1・8〃[・9〃i2・ 〃14,43?〃

昭 和56年 度 【529〃142〃 【28・ 〃14〃152〃125〃lg32〃

総 数135878〃139・2〃1652・ 〃136〃1・453〃i882〃148,67・ 〃

1
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出 版 物

噂

2出 版 物

葵 術 部

(1)美 術 研 究

昭和7年 よ り同57年3月 までに通算318号 を刊行 した。

② 日本 美 術 年鑑

昭和11年 創 刊。毎年1冊(た だ し昭和19^21,同22^26,

版 し,昭 和57年3月 までに37冊 を刊行 した。

同49紺50年 は各合冊)出

し

(3)そ の他の出版物

支那古版図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗墓張萱掘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

‐sr9‐

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2瞬)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

1第3輯

第4輯

第5輯

第1韓

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭和14

昭和14

昭和15

昭和16

昭和16

昭和13

昭和14

昭和15

昭和16

昭和17

昭和23



研究施設・設備

近代日本美術資料

近代日本美術資料

墨跡資料集

墨跡資料集

墨跡資料集

源氏物晒絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究

黒田清輝作品集

高雄曼茶羅

明治美術基礎資料集

東洋美術文献目録 明治以降昭和10年まで

東洋美術文献目録続編 昭和11年～同20年

東洋古美術文献目録 昭和21年～同25年

美術研究索引 第1号 ～第100号

美術研究総目録 第1号N第230号

東洋美術文献目録 明治以降昭和10年まで(再 刊)

日本東洋古美術文献目録 昭和11年～同40年

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和25

昭和26

昭和28

昭和29

昭和41

昭和50

昭和16

昭和23

昭和29

昭和16

昭和16

昭 和42

昭 和44

ほかに科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,又 は本研究所の監修

で刊行された図書は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

一70一

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

古川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

昭和30

昭和32

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41

1
1

,
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扇面法華経

金字宝塔曼陀羅

黒田清輝素描集

芸 能 部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学1

芸能の科学2

音盤目録II

東大寺修二会

芸能の科学3

芸能の科学4

芸能の科学5

芸能の科学6

芸能の科学7

芸能の科学8

芸能の科学9

音盤目録皿

芸能の科学10

秋山 光和柳沢 孝著 鹿島出版会

鈴木 敬三

宮 次男著 吉川弘文館

東京国立文化財研究所編 日動出版

出 版 物

昭和47

昭和50

昭和57

一芸能資料集1四 世鶴屋南北作者年表

一芸能資料集II鮫 の神楽台本集成

観音悔過(お 水取り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 ピクターレコード

ー芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能資料集皿

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能論考II

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能調査録Ir東 大寺修二会の構成と所作」(上)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能調査録II「東大寺修二会の構成と所作」(中)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

一芸能論考皿

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

一芸能論考Ⅳ

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

一芸能論考V

-71一

昭和35

昭和40

昭和41

昭和41

昭和45

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和52

昭和52

昭和53

昭和53

L
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研究施設・設備

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

芸能の科学11一 芸能論考VI

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

芸能の科学12一 芸能調査録皿 「東大寺修二会の構成と所作」(下)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学14一 芸能論考VB

東京国立文化財研究所芸能部編 キタムラ書房

昭和54

昭和55

昭和55

昭和57

,

保存 科 学部 ・修 復技 術部

(1)保 存科学

昭和39年3月 創刊にな る保存科 学 ・部修復技術部 の機関誌 で,年1回 の 刊行に よ り

昭和57年3月 迄 に21号 を刊行 した 。

(2}受 託研究報 告重要文化財 円成寺本堂内陣彩色剥落 どめ他18件 昭和35～ 昭和42

(3)表 具の科学(特 別研究 ・軸装等 の保存及び修復技術 に関す る科学的研究報告書)

昭和53

3資 料

美 術 部 ・情 報 資 料 部

実物 よりの直接撮影に よる写真 を含む写真資料 の作成整理 と,購 入写真,複 写写真

に よる補足整備に加xて,印 刷物 中の図版 をもお さめ るとい う方式で,当 研究所設立

当初 に よ り一貫 して力を注 いできた写真資料を有す る。それ らは 日本東洋古美術,日

本近代 ・現代美術,西 洋美術 の全 域にわ た り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建

築等 の諸部門に及ぶ。特別大型 のものか ら小型 のもの まで総 数凡 そ24万 点,原 板 保有

量 はほぼ3分 の1に あた り,別 にマイ クロ ・フ ィル ム255巻 があ る。写 真資料 のほか,

拓 本,作 家伝 記資料,落 款 印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラ

ップ等 と,図 書 カー ド,図 版 カー ド,各 種索引類 など多数。

J

甚 能 部

レコー ド・録音 テープ ・写真(8ミ リ ・16ミ リシネを含む)等 に よる芸能資 料を多数

一?2一
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出 版 物

そなえている。 レコー ドには,毎 年各製作会社か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度文部 省機 関研 究費に よって購入 した安原 コレクシ ョン レ コ ー ド

5,450枚 が含 まれ ている。安原 コレクシ ョソは,明 治 ・大正 。昭和三代 にわた って発

売された各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代 におけ る邦楽 の実態 と変遷 を知 る

上 で貴重な資料であ る。録音テー プ及び写真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺

院行事 ・民俗芸能その他の伝 統芸能を対象に記録 して きた もので,奏 演 法の解析 を中

心 と した写真 ・テ ープ,あ るいは各種文書の記録写真等 も含 んでい る。種別に よる所

蔵数は次の とお りであ る。

区 分

昭和54年 度
までの累計

昭和55年 度

昭和56年 度

十観尚

レ コ ー ド

6,394枚

97〃

346〃

6,837〃

録 音テープ

2,266本

70〃

50〃

2,386〃

シネ フ ィル ム

8m/ml16m/m

198本

0

0

198〃

3本

0

0

3〃

写 真

多 数

〃

〃

〃

享z事

0

0

40本

40〃

4機 器 ・設 備

美術部 ・情報贅料部

機 器

1.X線 透過撮影装置

(1)可 搬式 ソフテ ックス装置(J型)

② 可搬式 ソフテヅ クス装置(新J型)

⑧ 携帯用 ソフテッ クス装置(E型)

2.紫 外線照射装置

(1}可 搬式照射装置(フ ィリッブス紫外線 ランプ及 び専 用 トラソス)

② 携帯用紫外線検査 器

一73一

1式

1式

1式

2台

1台
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研究施設 ・設備

3.顕 微鏡装置

(1}双 眼実体顕微鏡及び写真装置1式

② 新型双眼実体顕微鏡及び カラー顕微鏡写真同時撮 影装置(可 動支持台及

び携帯用 スタン ド)1式

㈲ 検査顕微鏡用側視鏡ユ ニッ ト・モ ノフォ ト装置1式

(4)比 較顕微鏡皿型1式

4.マ イ クロ写真関係設備

{1)マ イ クロ写真撮影装置(付 自動現像機,プ リンター,引 伸機 ・乾燥機等)

1式

② ポータブル ・マイ クロ写 真撮影 装置1式

㈲ マイ クロ閲読機(ル ーモ社製)3台

(4)リ ーダープ リンター1台

5.デ ァス コープ(視 聴覚教育装置)1台

6,カ メラ類

(1)リ ンホフカル ダン1台

② リンホフテヒニカ3台

(3)コ メッ ト・ス トロボCP-1200DX1台

(4)工 業用 フ ァイバースコープ1式

7.引 伸 機

(1》 オ メガ(4×5)2台

(2}フ ジA6901台

(3}フ ジS691台

8.複 写 台

(1}コ ピースタン ド(1300)1台

(2}ス ライ ドコピアMD4001台

9.

io.

11.

乾 燥機FCオ ー ト(全 紙)

ドライ マ ウ ン ト シ ール コマ ー シ ャル210M

ドライ マ ウン ト シ ール コマ ー シ ャル70

マ ル チ カ ー ドセ レ クタ ー(HAC841S型)

-74一

1台

1台

1台

1式
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12.複 写 機 ハ イ カー ドL

13.製 本 機

(1)サ ー マ バ イ ン ドT220

(2)ホ リゾ ン.・.

(3)電 動断 裁 機PC-45

14.ブRジ ェ ク ター キ ャ ピ ンAF-2500

資料 ・機器 ・設備

1台

1台

1台

1台

1台

レ

し

芸 能 部

機 器

1.分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダ ー

② メ ロ グ ラ フBT型

2.オ ー デ ィオ関 係 機 器

〔1)レ コー ドプ レー ヤ ー

② テ レ ビ

(3)テ ー プ レ コー ダ ー

(4)ビ デ オ テ ー ブ レ コー ダ ー

⑤ ス テ レオ音 声 調 整 卓

(6}ス ピー カー

(7}テ ー ブ ダ ビ ン グ シス テ ム

⑧ 屋 外 取 材 用 音 声 機 器 シ ス テ ム

(9)P.C.M.音 響 シス テ ム

3.撮 影 ・影 写 機 器

(1)16m/m撮 影 機

(2)16m/m映 写 機

(3)8m/m撮 影 機

(4)8m/m映 写 機

(5)35m/m写 真 機

(6)35m/mマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置

一?5一

1台

1式

8台

2台

18台

4台

1台

1台

1式

1式

1式

台

台

台

台

台

台
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研 究 施 設 ・設 備

(7)16m/mマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複 写 装 置

(8)16m/mマ イ ク ロ写 真機

(9)16m/mシ ネ フ ィル ム分析 装 置

αω リー ダー ・プ リンタ ー

(11)ビ デオ カ メ ラ

4.照 明 器 具

(1)ス タ ジオ 用 照 明 器 具

1台

1台

1台

1台

2台

1式

一]

9

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

1.機 器

{1)サ ソシャインウェザ ーメー ター(劣 化 促進 試験機)

② 万能試験機(島 津,オ ー トグラフ,イ ソス トロン型,10ト ン)

(3}回 折格子光照射器

{4}紙 耐揉強度試験機

{5)衝 撃試験機(シ ャル ピー,ア イゾッ ト兼用)

(6)紙 耐折試験機(MIT)

(7)凍 結融解試験機(コ イ トトロンHNレT特 殊 型)

(8}シ ュ ミッ トハ ンマー(圧 縮強度測定用)

2・ 顕 微鏡装 置

(1)金 属顕 微鏡

② 生物顕 微鏡

③ 表 面ア ラサ顕 微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査型電子顕微鏡(JSM-50A型)

3.分 析 装 置

(1)

熱分解装置付)

② ポーターガス アナ ライザー(MIRAN-1型)

㈲ 回折格子 自記赤外分光光度計

一76一

ガス クロマ トグラフ(ガス分析,水 素 イオ ン化検出器 ・熱伝導検 出器 ・

台

式

台

台

台

台
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台
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資料 ・機器 ・設 備

(4)〃 赤外顕微鏡

⑤ 自動記録式示差 熱天秤

(6)炭 素 ・水素 ・窒 素分析計

(7)光 電分光光度計(自 記)

㈲ 螢光X線 分析装置(標 準型 及び非破壊 用大型試料台つ き)

(9》 可搬式螢光線分析装置(現 場可搬用)

α①X線 回折装置及びデバイ シェラー カメラ,

鋤 発光分光分析装置(MI型)(高 圧整流 スパ ーク,直 流 アーク)

働 カラム用循環恒 温槽

(13)超 音波洗浄機

個 細管式等速電気 泳動装置

㈲ 赤 外分光光度計

4.非 破壊検査装置

(1)工 業用X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装置(200KVP,8mA)

(3)Co-60γ 線線源(透 視用3c及 び0.2c)

〔4)赤 外線TVカ メラ装置

(5)超 音波探傷器UFC-201型

(6)超 音波式 コンク リー ト試験 器

(7)〃 厚み測定器

(8)シ ングア ラウン ド式音速測定装 置UVM-2

5.物 性測定機

(1}粒 度分布測定装置

② 熱膨張計

㈲ レオ メー ター(粘 性試験 用)

(4}直 読式動的粘弾性 測定器

⑤ 真 空蒸着 装置(表 面薄膜形成用)

⑥ 節 振塗機(標 準フルイ付)

〔7)明 石 ロックウエル硬度計ARK-B

--7?一 一

ラウエ カメラ(結 晶同定)

1台

1式

1式

1台

1式

1式

1式

1式

1台

1台

1台

1台
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台
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研究施設 ・設 備

(8》 ゴニオ メーター(接 触角測定機)

⑨ ゼ ーター電位測定装置

(10)PHメ ーター

⑳ 透水試験機

働 表面張力測定機

(13)万 能 デジタル計測 システム(ユ ーカム8)

6・ 照明及び温湿度装置

(1》 自記分光放射計(光 源 の分光測定)

② ライ トガイ ドカラー メーター(色 彩測定)

(3)恒 温 恒湿槽(0°C～40°C20^90%)

(4)風 速計(熱 式)AMO1

(5)サ ーモ ダックII

(6)恒 温恒湿槽(-30°CX80°C,5～95%)

(7)SMカ ラーコンピs^タ ー

(8}卓 上 型恒 温恒 湿器

⑨ 紫外 線強 度計

7.殺 虫殺 菌装 置

(1}滅 菌 装置

(2}滅 圧 殺虫装置

(3》 ガス滅菌 装置GS-15特 型

8.生 物実験用器機

(1}超 低温槽(-50°C)

(2)冷 却 遠心 機(-20°C～5°C)

(3}ピ ンホールサ ソプラー

9.環 境汚染測定装 置

(1》 粉塵計(記 録 装置付)

② 悪臭 分析装置

10.修 復処置装置

(1)真 空凍結乾燥 装置

一7s‐

台

式

台

台

台

式

¶
↓

ー
ム

¶
⊥

-
占

ー
ム

ー
ム

台

台

台

台

台

台

台

台

台

-
占

「
占

-
凸

-

¶
凸

り
β

1

ー
ム

ー
占

2台

1台

1台

1台

1台

1台

1式

1式

1式

1

レ

「

4

」



6～

9

② 減圧含 浸装置

③ エ ヤブラッシs装 置

(4)合 成樹脂圧入装置

㈲ 水浸木材用含浸装置

(6)熱 風恒温乾燥機

(7}装 潰用備品

(8)万 能木工機

⑨ 漉 嵌 機

㈹ 超音波発生装置

ω 蒸 溜 器

11・ 情報処理装置

{1)PC-8800シ ステム

(2)デ ジタルマル チ メーター

{3)sニ パーサル カウンター

(4)AIDコ ンバー ター

機器 ・設 備
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5黒 田 記 念 室

黒 田記 念室 は,本 研究所 の創立者故帝 国美術院長子爵黒 田清輝 の功績 を記 念す るた

めに設け られ た陳列室 であ って,黒 田清輝 の油絵 ・素描 ・写生帳等 を収蔵 してい る。

創立当時主 として黒 田家 か ら寄 贈 され た ものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帳等

であ るが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等 か らの寄贈 が加 わ った。収蔵

品の主な るものは,「知 感情」・「花野」・「湖畔」・「赤 髪の少女」・「もるる日影 」・「温室

花壇 」等であ る。

観覧の 日時は毎週木曜 日午後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧 を停止す る日は左の通

りとす る。

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)
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1
研究施設 ・設備

本研究所において必要がある ときは,前 条の 日時を随時 変更す ることがあ る。ただ

し,こ の場合は予め掲示 す る。

昭和52年 度 よ り,黒 田清輝作 品の地方巡 回展 を行い,本 年 度は弘前 市立博物館 で開

催 した。
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6閲 覧 室

本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は主として研究者 ・学者 ・美術関

係専攻の学生等の利用に供している。年間の閲覧者数は,約500名 である。
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